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にめじは

本有

第 35回 全国協同学習研究大会会長

愛知県犬出市立楽田小学校長

尿寸

学校の教育活動の原点は「楽 しい授業」 にある。本校では「分かる喜

び 0考える大切 さを感 じ、 ともに学ぼ城 山 っ子の育成」 をテニマに、 自

らが学ぶ楽 しさを味わい、反 とともに学び会い確かな学力を培 うことの

できる「 学び」の授業を実現するために算数科を中心 と して、少人数の

授業で指導方法の工夫 0改善 に取 り組んできた。

手探 りで実践を進めてい <中で、一人一人の個 に応 じた指導 によ り、

子 どものわかる喜ぶの経験 を多 <し、学習意欲をさ らに高めてい <場面

を見つけた。

「先生、わか つた。」

「できたよ。」

「 先生、見てみて !」

ここでは、子 どもと教師の信頼感が増 し、子 ども同士も学び含いか ら

相互の人間関係 を深めてい <よ うな学習場面が成 り立 っている。

今、学校が最 も求め られている課題が ここにあると考える。子 どもの

この姿は、教師の教える意欲を大 いにかきたてる。そ して、 この学習が

子 どものものゆ とりを産み、生活面も良 <な り確実 に「楽 しい学校づ <
り」に結びついてい <と考 える。

子 どもが学習 に満足感・達成感が得 られれば、学級の反だちや教師 と

の人間関係も安定 したもの となる。信頼 し含 う人間関係は反だち と相互

に高め含 う意欲 も増 し、一層効果的な授業展開が可能 とな つてい <。 こ

の こと |よ 、わた したちが求めている育てたい子 どもの姿であ り、授業場

面そのものであると思 う。

今後も、本校では教師主導の「教える授業」か ら「子 どもが学 6ヽ 授

業Jへ、そ してさ らに「学び含 う授業」へ脱皮するために、研究実践 を

重ね授業改善に取 り組んで行 <覚 1吾 です。た <さんの ご指導 ご助言をい

ただければ幸いです。

最後になりますが、ご参会の皆様方のご協力により、分科会での実践

的な意見交換が行われ、本研究会さらに深まり充実した実りの多いもの

となることを期待するとともに、本研究会の開催にご尽力いただきまし

た多くの皆様にお礼を申し上 |ずます。

同
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第 35回全国協同学習研究大会の開催に際して

全国バズ学習研究会研究者代表

名古屋大学大学院教授      梶田正巳

日本の子 どもたちの学力問題が広 く議論され、授業のあり方が問われてきて

います。思えば1970年代の後半か ら、個性化、個別化の授業論が大きな流れと

な り、学び合い、高め合いの文化が教育現場では薄いものとなって行きました。

今 日のさまざまな教育問題は、学力も含めて、本来の学びの条件か らは遠 く離

れた、人と人とを切 り離し、指導中心の授業が一貫したところにあると指摘 し

てもあながち間違いではないように思います。依然、文部科学省,中央教育審

議会は、学力向上策として、習熟度別指導をはじめとする小手先の指導方法を

提唱し、問題の解決を遅 らせています。

今年度より「全国バズ学習研究大会」の名称を「全国協同学習研究大会」と改称

しました。子どもの学びの本来の姿を常に念頭に置き、高め合い、支え合う、

信頼に支えられた協同的関係を、個別化、個性化のうね りの中でも忘れず、結

果 として、個に応 じた指導法としても最も優れた方法を堅持し、育ててきた実

践者、研究者が、より幅広 く集まり磨き合える場 となると考えます。

生きる力の大切さは誰も疑うところではありません。しかし、実際には教科

内容の習得の多少というような、非常に狭い意味での学力形成の追求の方向に

実践が動いているように思えてな りません。学校で身につける学力は、個に知

識としてとどまるものでなく、次の社会を担 うに足る資質につながるものでな

くてはいけません。協同学習が可能にする学力こそ、今の時代に要求されてい

るものでしょう。

2003年度、全国に先駆けて自立の学校づくりをめざしている犬山市内の楽田

小学校で、このような意思を持った実践者、研究者の交流が持てることは本当

に幸いなことと考えます。関係者のご尽力に感謝 しつつ、協同学習の実践的研

究を共にさらに深めていきたいと考えます。
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全国協同 (バ ズ)学習研究大会によせて

全国協同 (バ ズ)学習研究会長

愛知県春 日井市立南城中学校長 長 縄 秀 孝

まずもって、第 35回全国協同 (バズ)学習研究大会が愛知県犬山市立楽田小

学校を会場に盛大に開催されますことを心からお喜び申し上げます。

さて、今日、社会の動きが国から地方へと大きな流れとなってきており、学校

教育や家庭教育あるいは地域の教育の在 り方も、それに伴って見直しが求められ

ています。しかし、どのような時代の中でも、「よい授業をどうつくるか」「よい

学級をどうつくるか」という教育の不易の部分を忘れてはならないと考えます。

ですから、私たち教師は、学校の内側からの授業改善を見落としてはいけないの

です。

今、子供たちをめく
゛
る教育環境は、大変厳しい状況にあります。学習習慣が身

についていないことや、我慢する心が育っていないこと、また、叱られた経験が

ないことなど、教育以前の大きな問題があるように思います。さらに、周りの人

々に関わりながら自分を見つめる機会や、他を思いやる心も極めて希薄になって

きているように感じます。こうした状況をみてみますと、今、学校教育で考えな

ければならないことは、まさに、協同 (バ ズ)学習がいうところの「信頼に支え

られた人間関係を基にした教育実践の推進」であり、このことが授業改善を支え

る柱になることが必要であると思います。授業改善の切り日としてはいろいろと

考えられますが、子供が生きて活動できる授業を創造すること、互いに磨き合い

励まし合いながら参加度の高い授業を創造していくことの 2点が重要なことだと

思います。

ご参会の皆様には、研究協議を深めていただくと同時に、各地区の情報交換も

していただきながら、今大会を大いに盛り上げていただきますようにお願いを申

し上げます。

終わりに、大山市立楽田小学校の皆様を始め、多くの関係者の皆様に厚くお礼

を申し上げご挨拶といたします。
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ともに学ぶ楽しさを味わわせ、一人一人を生かす少人数指導
刈谷市立富士松北小学校  神谷美紀子

はじめに

学校週 5日 制、新しい学習指導要領の実施など子どもたちの学ぶ学校環境が大きく変わりつつあ

る。本研究は、「少人数指導」の具現化を学校教育の中での位置づけを中心に、模索しながら実践

したものである。どのような指導法で学習展開するにしても、一人一人の取 り組み 0学びを大切に

する授業をめざしている。「少人数指導」での授業実践は、年を重ねるごとに地域や保護者、職員

間の理解を深めてきているし、何よりも子どもたちが意欲的に「少人数指導」の授業に参加 してい

る。そんな一人一人の意欲に支えられた 「学び」は 「少人数指導Jの成果 として論述できるよう、

ここでは、「ふ りかえリカー ド」の活用から実践を振 り返る。

「先生、カー ド配つておいたよ。」と、「少人数指導」の教室に早く来た子が気付いてカー ドを配つ

てくれる。授業前に配られた「ふ りかえリカー ド」は、その時間に何を学習するのか内容や 目標が

明確になる。指導者からの「ひとこと返事」も子 どものモチベーションを高めることができる。そ

の日にカー ドを配つてくれた子どもは誰なのか、それを見つける楽しみと「ありがとね。」から始

められる授業が 「少人数指導」を担当している教師の支えである。

1 意欲に支えられた 「学び」と「ともに学ぶ」

「教え」の教師指導文化から「学び」の文化にどう変えていくかということが、今、多くの学校

の実践に問われている。「少人数指導」では「学ぶ」場がより多く設定できると考えている。「学び」

をどう理解するかについてはいろいろな説があるが、ここでは、「子どもの主体的な営みとしての

学習活動」とする。それは「子どもの学習への意欲,子 どもの学習への動機づけ」が出発点である。

学級サイズの一斉指導では受け身の学習が多くなるのは仕方のないことである。そのような指導中

心の授業では、なかなか興味 0関心 :学習意欲が高まってこないのが実状である。しかし、一人一

人の子どもの学習意欲を軸に置いた授業が進められる「少人数指導」の授業では「学び」が深まる

と捉える。また、一人一人の「学び」が深まれば、その充足感は、「少人数指導」のグループサイ

ズであれば共有化しやすい。「ともに学ぶ」喜びを確実に味わっていけることになる。「学び」と「と

もに学ぶ」学習体験の充実めざし、「ふ りかえリカー ド」の活用と小グループ活動を中心とした授

業展開で実践を進める:学校では学年・学級をはじめ、意図的にグルーピングされることが多く、

子ども同士が学び合 う場は無限にある。だからこそ、「少人数指導」の場を活用して Fと もに学ぶ」

喜びを体験させたいのである。『 ともに学ぶとは、自分が本気で成長したいという気持ちを支えて

くれる仲FHEがいて、仲間もそう思つてくれるから自分も支えなくてはならない』 (杉江)と 言われ

る考え方を基盤にする。「ともに学ぶ」ことは、子どもたちを学習に適切に意欲づける。信頼に支

えられた人間関係の中での高め合いが実現される。この体験を通してさらに子どもは意欲を高める。

これも意欲づけの重要な条件である。
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2 少人数指導の進め方

「少人数指導」は「個々の子どもへの指導が徹底する」という考え方がポピュラーになつている

が、「子どもの主体的な学習活動をメインに置いた授業計画が可能になる条件」という考えで進め

ている。個別学習とかグループ学習など、子ども主体の学習を授業の中に積極的に取 り入れること

が「少人数指導」では容易になるということである。学級サイズではなかなかそこまで子どもに任

せきれないけれど、15人から20人 くらいの「少人数指導」サイズならば、相当思い切つた子ども

主体の学習活動を組み立てることができるということである。

もう一つ、「少人数指導は授業を効率的に進めることが可能なのだ」と、いうこともよく言われ

る。これも授業を実施 していくと、少人数であるから解説の時間も割合少なくてすむし、個別指導

だけで済ませて全体のまとめを省略することもできる。確かに効率的である。しかし、その点だけ

でなく,一単元を単位 として授業を設計 し、少 し効率的に各時間は早めに終わり、生み出された時

間でもう一度復習をするとか、そ ういう指導過程の見直しができるくらいのゆとりがあるという考

えを大切にした実践を目指 している。:

3 実践例と考察

ここでは、 3年生の「少人数指導」の授業実践から「学び」の深まりと「ともに学ぶ」高め合い

の有効性をみることにする。学習形態は原学級を三分している。その際のグルーピングの基準は、

クラス間等質、クラス内異質を原則にしている。学習者集団の多様性が学習にもたらす有効性を前

提にしているからである。三分の仕方は学級担任の意見、子どもの意志を尊重 し、柔軟に対応 して

いる。 (「 習熟度別少人数指導」も3学期に取 り入れているが、基本的には原学級集団を三分 して作

られたグループの所属感を大切に授業を進めている。)

普段の授業の様子を写真 と子どもたちの意見・感想などから捉えてみる。

(1)「ふ りかえリカー ド」

「ふ りかえリカー ド」は、「少人数指導」スター ト当時から継続 して取 り組ませている。子供たち

が自分で学習をふ りかえり、記入する自1己評価カー ドである。資料にあるように (左側 :ス タニ ト

時のもの(右側 :現在のもの)子 どもたちは単元ごとに一枚のカー ドを記入 している6

<A子の力∵ ドより>5/8「 次に何をするのか、自分で考えてできた。」

(そ のときの気持ちはどうだった ?)

5/9「授業をしつかり聞いて、時間内にプリン トを終わらせた。」 |

(一つ一つ目標がはつきりしているね Very Goodl).  ‐

5/13「ちょつとよけいな話をしてしまったからt今度からは気をつける。」

.       (自 分で気付いたことがいいね。気をつけてください。)

5/15「無駄話をしないでちゃんとできた:'自 分のや り方を発見できた。」

.      (今 日はほんとに授業に集中してたもんね。Very Good!)

*こ のようにして子どもと教師のラポー トが形成されていく。
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(2)学習環境 (教材・教具の開発)工夫

「ふ りかえリカー ド」は、一人一人を大切にする授業展開に活用でき、「学び」を深めることが

できたといえる。 しかし、「ともに学ぶ」場での有用性は見いだすことができない。そこで工夫し

たのが学習環境の工夫 (主に教材 0教具の開発)である。「少人数指導Jの授業を受ける学級の子

どもたちは、ホームルームと F算数ルーム」に分かれて学習を進める。学習計画は「少人数指導」

担当者がリーダーシップをとり立案する。一単元終了時をそろえることを目安とする程度で、それ

ぞれのグループを担当する教師がそのクラスに合わせて工夫した授業を展開する。また、「少人数

指導」担当者が、主に教材 。教具の準備をするが、その使い方 0展開の仕方も担当者の裁量で工夫

される。スター ト当初は両教室の授業展開の違いを心配する声もいろいろなところから聞かれたが、

今はほとんどない。どちらの教室で学んでも、「自分が決めた目標に向かつて自分がやること・で

きること」は、大きな問題ではないことに気づいていつたからだと思われる。

「少人数指導」で一番活用できるのが小黒板である。使い方の工夫は実に多彩である。例えば、

全員の意見や考えを一同に提示して見比べることができる。自力解決の発表手段として有効である。

また、それぞれの考えを表出することで、思考過程が明確になり、結果だけを求めるのではなく、

そこに至るまでの努力を評価できるようになる。それが自分だけでなく、友達や教師が認め合 うよ

うになれば、自ら学ぼうとする意欲・関心 0態度をさらに深めることにつながる。

教室の広さも活用できる。広さはかなり余裕がある。座席の工夫、教室の使い方、小黒板の常時

設置などができる。ゆとりのスペースが子どもたちの発想・自主的、かつ創造的な活動を生み出す。

反面、子どもたちの声にもあるが、ホームルームとは違った開放感があるため、緊張感が薄れてし

まう欠点もある。学級と違って、多くの子どもたちが「ともに学ぶ」ことを共有する場である以上、

ルールの必要性があれば、子どもたちとともに考えていきたい。

教室入 り口に設置した連絡ポス ト (ク ラスごとに色分けした収納箱)は、「ふ りかえリカー ド」

を保管するのと同時に、そのクラスヘの連絡用として役立っている。

応用プリン トなどは、ロッカー等の棚を上手く利用し、置く場所を明確にした。発展的な学習を

進めたい子どもは、自主的に取 り組む姿勢が定着 していった。しかし、まだまだ十分に整えるとこ

ろまでいつていない点と、その運用方法については多くの課題が残る。

4 まとめと今後の課題

模索中の実践とはいえ、指導の枠組みも不明確、客観的データーもない、子どもたちの授業の様

子から「少人数指導」の成果をまとめようとしたところに無理があつたことを反省 している。

「少人数指導」の担当者 としては実に多くのことを学び得た。今後、どのように継続されていくの

かとても興味深い。しかし、「少人数」とい う視座にたち、「学び」や「ともに学ぶ」のあり様を考

えると、新たな課題も見つかる。「少人数」になれば、子どもたち相互の様々な出会いや関係づく

りが減少し、生活集団としてのダイナミズムが弱くなることは、学校教育全体をクローズアップし

てみたとき検討 0考慮すべきことが出てきそ うである。
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人数学
九

【ひ っ 算 】

1 式を書 く。

2 -の 位を計算する。

3 +の 位を計算する。

4 計算のしかたを説明

する。

1 問題を読む。

2 線を引 <。

３

４

式を書く。

答えを書く。

1 問題を読む。

2 印を付ける。

○ □ ―
3 0の □ばいを書く。

4 式と答えを書く。

少 椰
柚

局
習

相
学

口」
の

塑
日

九

||ヽ

の I夫
て 一――

愛知県大山市立楽田小学校  稲 垣 江 美

1 はじめに

本校では,算数科の下丁 0少人数授業担当者が低学年に学年 1人ずつ配当されている。そ
のため,算数科においては少人数学習に積極的に取 り組み,丁 丁・少人数授業担当者ととも
に授業内容や授業の進め方を学年で話 し合ったり,学習内容に合わせた教材教具を準備 した

りして,子どもたちの学ぶ意欲を高める工夫をしてきた。少人数学習では学級を集団間等質
2分とし,様々な子どもがいる中で子ども同士が学び合う学習を大切にしている。ここでは ,

2年生の取 り組みを紹介する。

2 4月 からの取 り組み

これまで,学年で重点的に取 り組んできたことは,次の 3点である。

① 学習課題をできるだけ具体的にし,子 どもたちが学習の見通 しを持つことができるよう
にする。

この単元で,こ の 1時間の授業で何を学ぶのか,何ができるようになるのかをできるだ

け具体的に示すようにした。

学習課題は,『 あゆみカー ド』に印刷 してそれぞれの単元の第 1時 に子どもたちに示 し
た。単元全体の課題を『ものさしのひみつを見つけよう』『九九名人になろう』などのよ

うに意欲を持って取 り組める課題にした。
1時間では,『 65+78の 計算の仕方を考えよう』ではなく,『 65+78 繰 り上が

りのある筆算の仕方を友だちに説明できるようになろう』,『 135-72 +の 位がひけ
ないときの筆算の仕方が説明できるようになろう』のように活動内容が具体的に分かる課
題にした。

指導者が,こ の単元で何を教え何を学び合わせるかの計画 (学習設計)を しっかりと立
てなければならないので,的確な課題を作ることはなかなか思うようにはいかなかったが ,

授業を進めていく中で,少 しずつ具体的な課題を示すことができるようになってきた。

② 子どもたちが学び合いながら学習することができるグループ活動の方法を考える。
4人グループの活動を中心にして学習を進めてきた。分かる子が分からない子に教える

学習活動ではなく,互 いに学び合いながら次への力を育ててい<方法を考えてきた。グル
ープ内で役割分担を示 して問題を解いていく方法は効果的だった。

【ひ っ 算 】       【文 しょうだい】      【か け 算 】

4人の役割をはっきりさせて順番にホワイ トボー ドに書きながら問題を解いていくので ,

4つの問題を解けばどの子も 4つ の学習活動をすることになる。グループ内で教え合いな

が ら活動するので,理解の困難な子でも何回も繰 り返 しているうちに解けるようになって

くる。問題を 1人で解 <と きも,こ の流れで解いていくと少 しずつ解けるようになってき

て,算数に興味を示すようになってきた。

③  『あゆみカー ド』に学びの様子を記録させ,子 どもたちを励ます。 (資料①》
1学期に試行錯誤 しながら作って活用 してきた『応、りかえリカー ド』を夏休みに検討し,

・ 何が分かって何が分からないかを記録 し,す く
゛
に支援ができるようにする。

・ 短時間で記録ができるようにする。
・ 学習の計画カー ドであると同時に評価のカー ドである。
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ことをねらいとして,『あゆみカー ド』を作成 した。記録の基準があいまいだったので ,

0
じぶんでできた

よく分からないのでふあんだ

0友
だちに教えてもらった らできた

の 3つ とし,マークを塗っていくことにした。それを基に,理解ができていない子にはそ
の日のうちに支援するようにしている。

『あゆみカー ド』には毎日朱書きをして渡すので,子 どもたちは結構楽 しみにしており,

学習の様子をがんばって書く子が多くなった。また ,「手を挙げて発表できるようになっ

た。」「友だちに説明したら分かったと言ってくれたのでうれ しかった。」のように,学び

の姿勢も記録されるようになった。

単元 5「 1000ま でのかず」から,単元の学習終了後に家庭に持ち帰らせて (ま とめ

のテス トやプリン トも含めて)保護者にも学習の様子を知らせるようにした。

単元「かけ算」 (九九の学習)の取り組み

九九の学習は,各段の学習を九九の構成と唱え方の学習に 1時間,九九の適用題と練習に
1時間の 2時間で行うことにした。

① 九九の構成と唱え方 (丁 丁)

・ 九九の構成 (九九づ <り )は , 4人グループで行い,で きあがった九九から九九のひ

みつ (き まり)を見つけていった。ここでは,いろいろな考えをもとにたくさんのひみ
つを見つけることができるように丁丁で取り組んだ。

・ 九九の唱え方を全員で確認 し,統一 した唱え方を学習するために丁Tで行った。

(授業の様子〉
・ アレー図を活用 して,4人グループで九九づくりをした。

答えの見つけ方を話 し合いながら,ホ ワイ トボー ドに一人

一つずつ九九を書いてその段の九九を完成させた。
・ 完成 した九九の表を見て, 8つ のグループが『ひみつ見

| つけ』をして,発表 し合った。
| 【子どもの見つけたひみつ】

・答えが 8ずつ応、えている。
・ 8× 1=8と 8× 9=72の 答えをたすと, 80にな

‐   る。 8× 2=16と 8× 8=64を た しても, 80に
なる。……

・八八,八九の言い方がいつもとちがう。(「 はち」が「は

|   っ」とつまる言い方になる。)

|・ 新 しいひみつを見つけると,今まで習った九九の表を見

| て,そのときには気づかなかった数の並び方に興味関心を

1 持つようになった。
|・ 全員,ペア,グループ等,いろいろな形態で九九の唱え
1 方を聞き合った後に,九九プリン トに書くことによって確
1 実に唱え方を身に付けるようにした。九九の唱え方を一人
| 

ひとり教師がきちんとチェックし,自 信を持って練習でき

るように励ましたので,唱え方の間違いはほとんどない。

② 九九の適用題と練習 (少人数)

・ かけ算の用いられる場面をとらえて九九を身に付けることができるように,適用題を

解くだけでなく,問題を自分で作ったり解いたりする活動を取り入れた。そのため,子
どもの思考過程を知り的確な支援をすることができるように少人数学習で取り組んだ。

0九 九ゲームを取り入れ,友だちと楽しく活動する中で九九を身に付けることができる

ように考えた。
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4 実践例 (8の段の適用と練習の学習 )

形  態 子 ど も の 活 動 ◎指導者自身が留意 ○子どもへの配慮 【評価】

ペ ア

一 斉

個 人

↓

ペ ア

個 人

↓

ペ ア

ク
゛
ルーフ

゜

(4人 )

ク
゛
ループ

1 8の 段の九九の表を見なが ら九九練習

を し,前時の復習をする。

「 九九 リレー

本時のめあてと活動内容を知る。

① 問題づ<り をする。

② 友だちの問題を解く。

③ 九九ゲームをする。

0 2人 で交互に唱えることで, 8の段の九九

を確認できるようにする。

◎ あまり時間をかけず, 8の段の九九の確認

に留める。

◎ 8の段の問題づくりをすることを知らせ ,

学習の流れをとらえさせることで,見通しを

持って活動に取り組むことができるようにす

る。

【学習の流れを理解し,意欲を持つことができ

たか。】

3  4

確ノ

①

②

③

④

⑤

４

5

ル

題

①

　

②

③

④
６

8の だ ん の も ん だ い を つ く っ て と こ う

)ゝめる。

8この 7ばい

8× 7=56 56こ
野自で 8の段の九九を使う問題を作る。

問題を作る。

絵や図をかく。

九九を使って答えを求める。

2人で確かめる。

時間があれば,も う 1問作る。

問題を出すグループ (8人 )と解くグ
ープ (8人 )に分かれて, 1対 1で 問

を解き合う。

問題を解いて,プリン トに式と答え

を書く。

九九を唱えてから○を付けてもらう。

次の問題の場所に移動して解く。

時間が来たら,役割を交替する。

札九ゲームをする。

九九たいけつ

カー ドを出し合い,相手の答えが正

しく言えた数の多い方が勝ち。

九九かるた

答えの方を並べ,九九を言ってもら

ってカー ドを取る。取ったカー ドの数

が多い人が勝ち。

敗科書P.32③の問題を解もヽて, 2人で ○ 教科書の適用題を解き,問題づくりのヒン

トになるようにする。

◎ 2人で確かめた後教師がもう一度確認し,

理解を確実にする。

○ 問題づくりに悩んでいる子には,教科書の

問題を活用して考えるよう支援する。

◎ 問題を図に表すことで, 8が基準量になる

ことをとらえるようにする。

◎ 問題,図 ,式,答えに間違いがないか, 2

人でよく確かめるように指示する。

〈確かめのカァド〉

【8が基準量になる問題を作り,協力して確認

することができたか。】

○ 分からないときは,作った人に尋ねて教え

てもらうように指示する。

◎ 個別に指導しながら助言を与えたり,上手

に教えている子を賞賛したりする。

◎ 唱え方も確認してから○を付けるように指

示する。

【8の段の九九を使って進んで問題を解くこと

ができたか。】

◎ グループ内で相手を見つけて対戦するよう

にし,九九たいけつがみんなとできたら,グ
ループで九九かるたをするように指示する。

○ 勝敗にこだわらず,九九を正しく唱えてい

るかに注目させるようにする。

【グルァプで協力して活動することができた

か。】

ぜ
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個 人

・ 子どもたちは問題づくりを楽 しみにしていて,問題を作

って解く活動を通 して,か け算の使われる場面をとらえな

がら, 8の段の九九を身に付けることができていた。

・ 問題づ <り では,学習プリン トが 2種類用意してあり 〈資

料②〉,自 分で難易度を選択 して書き込めるようになって

きた。
・ 店形式で互いに問題を出した り解いた りする活動が,回

を重ねるごとに上手になってきて,た くさんの問題を解け

るようになった。
・ 8の段の問題になっているかどうか,子どもたちで確か

め合いができるようになるとよいが,文章をよく読んで修

正することはなかなかできないので,教師が支援 しながら

気づかせるようにしてきた。
・ 九九ゲーム (九九たいけつ)を しながら,九九が正 しく

唱えられているかをグループ内で互いに確かめることがで

きていた。また,自 分が間違えやすい九九に気づ <こ とが

できた。

【子どもの『あゆみカー ド』から】
・ 8のだんのもんだいづくりをしました。 7もんとけました。九九 リレーをして ,

ちょっとわかつたような気がしました。

・ もんだいづくりは,前より多<できるようにな りました。○○くんのもんだいに

ひっかかりました。

今日は, 8の だんのもんだいづくりをしました。○○ちゃんは, 8のだんなのに

7のだんのもんだいをつくっていました。
・ もんだいづくりは,今日は, 2もんしか書けま

せんでした。もんだいをと<のは,いつもより多

かったです。もんだいをつくるのは,大すきです。

もっとた <さ んつくりたいです。

・ 九九たいけつが楽 しかつた。もんだいづくりも

楽しかつた。
・ まだ 8のだんはあまり言えないけど,家でれん

じゅうすればできると思う。

5 おわりに

算数科においては,丁 丁や少人数学習などの学習形態を考えながら,“学び合い"の学習

ができるように工夫を重ねてきた。2学期も後半になると「先生,私算数が好きになったよ。」

と笑顔で言いにくる子が多くなってきた。特に「かけ算Jの学習に入ってから子どもたちの

意気込みが違ってきたように思う。どの子も自信を持って算数の学習に取 り組むようになっ

てきた。「自分でできた。」「できるようになった。」という感 じを子どもたち自身が持つよう

になったということであると思う。教師側も,子 どもたちが算数の学習に楽 しんで取 り組ん

でいる様子に手応えを感 じている。

子どもたちが学び合 う学習は算数科にとどまらず,国語科や生活科等の学習にも生かされ

るようになり,学級としての高まりが感 じられるようになつてきた。今後も様々な場面をと

らえて,“ 学び合い"ができるような学習方法を工夫 していきたい。

7 本時の学習を振り返って,あ ゆみカー

ドに記入する。

◎ 協力してできたことや友達のことで良かっ

たこと等をまとめている子の文を紹介し,賞
賛する。
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(資料①〉

あゆみカード

2年 0 くみ  名前 〇 〇 〇 〇

―

(菫)じぶんでできた (D)友
だちに教えてもらったらできた

①
よくわからないのでふあんだ

てl手レti「♂夙う娘ヒくぢげ事tl鉾

もθttθ七場ぁん ?各卜t fl
雪バ夢

°な食九澱い伊ん鵞゙漱ξ

石102んぴソ

き よ う の め あ て きようのべんきょうは

どうでしたか.

のりものにのっている人の数を

しらべよう。

◇  かけ算のいみ、しきの書きかた、

読みかたをおぼえよう. O o
◇  かけ算のしきに書き、答えを

もとめよう.

◇ カードの長さをもとめよう.

/′

形
みのまわりから、かけ算でもと

められるものをさがそう.

◇  ふくろのみかんの数を

よう。か

け

舞

の

九

九

5のだんの九九をつくろう。

5の だんの九九 をつか っ

て ,も んだ いをとこう.

◇ まとめのテス ト

0 2, 3,4, 5の だんの九九を

がんばって れんじゅうしましたか

(にがてな 九九は ありますか)

19色志鰊 孵調書at藝野 
◇おうちの人から
〇〇〇グヽ′がん|ざダ1,Sがう動,見らし
してし夕ψlし 'ヽざ tゞ≧疇′1がうちが

こ
んはじ孵いざ暉ふ畔′ 牝犠孝ぐ

J
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(資料②〉

-15-

(0000  )の  もんだい

予

ご

〈しき 〉
/7×
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「協 同」の原理 をもとに した授 業実践

一総合的な学習の取 り組みから一

兵庫県三田市立広野小学校

百合 良二

1.は じめに

個人は、経験を通 して知識や理解力、技能や表現力、思考力や判断力、興味や関心、行

動や態度な どを獲得 し、成長 してい く。本来、その獲得過程は、「競争」の中で どの くらい

の量をどの くらいの速 さで獲得 してい くか問われ るものでもな く、また、他者 と比較す る

ものでもない。

しか し、現実の社会的関係において、私たちは、「競争」に参加 した り、参加 させ られた

り、「競争」を動機づけに利用 した り、利用 させ られた りしている。そ して、この 「競争 J

の弊害は、教育問題などでよく指摘 され るところである。

学校教育の場において、個人は集団の中に参加 し、意図的、計画的、組織的に教育 され
る。そ こでは、教科の知識や技能のみを獲得す るのではなく、人 と人 との関係づ くりや集
団を作 り上げてい くために必要なルール を体得するなどあらゆる面において学習す る場で

もある。その場において、 日常的に支配 されているムー ドが 「競争」 よりも「協同Jを 重

視 した方が人 との協力関係や集団の凝集性、集団への帰属感な どが高められ、「競争」の弊
害を少なくす ることができる。また、個人が教えた り、教えられた りす る関係は、本来「競
争」ではな く「協同」 とい う営みである。

この 「協同Jと い う社会関係 を集団の 「過程」ではなく「目標Jに ついて考えよ うと半
世紀前に提案 された。それか ら数多 くの研究成果 を経て、「協同」は、「学級のメンバーひ

とりひ とりの成長が互いの喜びであるとい う目標で学習す る場合」と定義 された。その「協
同Jの 中には、競い合 う過程 をとりなが ら仲間同士が磨き合い、結果 として双方が大きく
成長す る切磋琢磨 も含まれていることを理解 しておかない といけない。

また、集団の中にはさまざまな人間関係があ り、この人間関係が安定 しておかない と個
人の能力は発揮す ることが難 しい。だか ら、お互いを認 め合い、質問 した り教 え合った り
しなが ら、 自由な意見交換が出来、ルールを守 りなが ら協力関係 を促進 していける信頼関
係が とても大切である。

これ ら「協同Jと 「信頼に支 えられた人間関係」を教育の基盤 において実践す ると、子
どもたちの学習効果が高め られ、「生きる力」をは ぐくむだろ うと考 えた。言い換えると、
「協同」の原理をもとに した授業に取 り組んでい くことで、「子 どもたちに、基礎的 0基本
的な内容を確実に身に付 けさせ、 自ら学び、 自ら考 え、主体的に判断 し、行動 し、よりよ

く問題 を解決す る資質や能力、 自らを律 しつつ、他人 とともに協調 し、他人を思いや る心

や感動する心な どの豊かな人間性、た くま しく生きるための健康や体力な ど」を効果的に
は ぐくむことが出来 ると考えた。そこで、本稿は、「協同Jの原理をもとに した授業の一事
例 として、総合的な学習の時間 (名 称 :“ 広野タイム")の取 り組みを紹介す るものである。

2.総合的な学習の時間 (“ 広野タイム")第 5学年の取 り組み

(1) 単元名  「お米を探ろ う」

(2) 単元日標
・ お米に関心を持 ちt自 ら設定 した課題について主体的に取 り組 もうとする。
・ 米作 りを体験す ることで、作物 を育てる工夫や苦労を実感 し、食べ物を大切に しよ

うとす る。
・ お米について調べ ることにより、各 自がこれまで分か らなかった ことを理解 し、要

点をま とめ、発表することができる。
・米作 りを体験す ることで多 くの人たちの願いや工夫、苦労や手間がかかつているこ

とに気づ く。

-18-



(3)

各 自が課題 を

決 める。

もち米を植 える。

=「

:■■■■■:■ |

各 自がそれぞれ

発表ボー ドを作成す る」

<補足 >
単元 「お米を探ろ う」では、短期的な学習 と長期的な学習に分かれている。

・短期的な学習は、課題設定か ら田植 え体験、学習発表会まで。 (5月 ～7月 )

・長期的な学習は、田植 え体験か ら稲刈 り体験、もちつき大会まで。 (1～ 2学期 )

本稿では、短期的な学習の実践例を紹介す る。

お米 を探 ろ う

-19-

自然学校でご飯 を

炊 くのが楽 しみだ !

給食 の ご飯 が こん な

に残つているよ。

家では、田植 えが

始まったよ。

お米について調べてみよう !

田植 えを体験 しよ う !

・情報交換

をする。

インタビュー、本、パ ソコン、資料な どで調べ る。

調べ た こ とをま とめよ う !

学習発表会

稲刈 りを体験 しよう !

お 米 を 大 切 にす る と

と もに 勤 労 の喜 び や

生産 の苦労 を知 る。 もちつ き大会 を しよ う !



(4) 学習過程

単元を設定す るにあた り、子 どもたちが問題解決的な学習を進めてい く上で必要な学習
展開を 3つ に分けている。

まずは、「とらえる」段階である。主 として、課題 を理解 し、学習の見通 しをもう段階で
ある。次に 「追究す る」段階は、課題に関す る情報を集め、必要な情報を取捨選択 し、ま
とめ、他者 に伝 える表現方法を考える段階である。最後に、「生かす」段階は、他者に伝 え
る中で 自分の考えに広が りを持 ち、自己の生き方を考えて次の課題を見つける段階である。

① 「とらえるJ段階

子 どもたちと日常会話 を している中で、お米についての話題がよく出てきた。 これ |ま 、
お米について学習をす るよい機会だ と思った。最初に子 どもたちには、これか らお米につ
いて調べてい くことを伝 えた。そ して、一人ひ とりが課題 を見つけ、何を調べていけばよ
いか理解す ることや学習発表会の時に、一人 1枚発表ボー ドを作成 し、クラスの前で発表
してもらうことを告げ、 自己責任 を果たす よ うに促 した。次に、アンケー ト調査を行い、
お米や米作 りについて知っていることや調べてみたいことを記述 させた。

そ して、クラスでお米や米作 りについて知っていることをまず発表 し、出された意見を
すべて板書 した。その時、「一人の考えや意見では、こんなにた くさん黒板に書けない」と
い う事 を伝 え、意見交流の大切 さを強調 した。また、同様に調べてみたい と思 うことを発
表 し、出された意見をすべて板書 した。その中か ら「自分が調べてみたい と思つている課
題 を選んで もよい し、新たに調べてみたい課題 を作つてもよい」 とい う事を伝 え、子 ども
たちに自分の学習 してい く課題 をひ とつ決めさせた。

② 「追究す る」段階

子 どもたちは、 自分の発表す る課題 を決め、資料 を収集す ることになった。 ここで説明
しておかない といけないことは、単元の基本構想で紹介 した 「種類」、「作 り方」、「栄養」、
「歴史」、「調理」、「外国米」 とい う6つのカテ ゴリーだ。 これ らのカテ ゴリーは、子 ども
たちに紹介 していない し、グループ分けに利用 した りもしていない。 あくまで、教師側が
子 どもたちのテーマを便宜上類別 したものである。

また、保護者の方か ら田んぼをお借 りす ることが出来、地域の方の協力 を得て、田植 え
を体験できる機会に恵まれたので、学年全体で田植 えを した。子 どもたちは、 自分の課題
に関係 なく田植 えに参加 し、 自分 自身が体験す ることにより、米作 りの苦労を実感す るこ
とができた。そ して、地域の方や保護者の方に米作 りの苦労や手順な ど様々なことを教 え
てもらうこともできた。 さらに、 このよ うな体験を踏まえた後、子 どもたちは 自分の課題
に対 して、積極的に調べていこうとする姿勢が見 られた。

調べる過程は、社会の教科書や資料集 をは じめ、インターネ ッ トで調べた り、図書室の
本や資料、家か らパ ンフレッ トを持つてきた り、インタビューを行つた りしなが ら各個人
で情報 を集 めた。その情報を共有化す るために、似たよ うな課題 を調べている人や 自分の
ほ しい情報 を持っている人を探 して、情報の交換をす る機会を設けた。子 どもたちは、教
室の中を自由に動 きまわ り、机 を寄せ合 った り、床 に資料を置いて集 まった りしなが らメ
モを取った り、資料の交換を した りしていた。

そ して、集 めた情報をもとに、課題 にそって発表 したい内容 をB4用 紙 1枚 に下書きと
してま とめさせた。その時、みんなの前で発表す ることを念頭におき、相手に分か りやす
く伝 えるためにどのよ うな工夫が必要か考えさせた。そ して、全体指導を行ってか ら個人
の作業を進 めるよ うに した。下書きが完成 した ら、各 自に 4ツ 切 り画用紙 1枚 を配布 し、
発表ボー ドを作成 させた。発表ボー ドが完成 した ら、下書き用紙 をボー ドの裏に貼 り、 1
分間で自分の伝 えたい内容 を発表できるよ うに、さらに内容の選択 と要点をしば りこませ、
練習をさせた。 この時、 自分の発表を友だちに聞いてもらった り、友だちの発表を聞いた
りしていた。そ して、ぉ互い発表の仕方やボー ドで直せ るところを指摘 しあい、修正 した
りしていた。
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もちろん作業量や作業時間に個人差が出て くるため、早 く出来た子には、他にも調べて

みたい課題 について調べ させた り、発表ボー ドに色をつけさせた り、発表の練習を繰 り返
し行 うように指示を した。また、遅れている子には、あ と 1時間でボー ドを完成 させ るよ

うに伝 え、出来なかった ら体み時間など空き時間で完成 させ るよ うに した。

③ 「生かすJ段階

子 どもたちは、各 自の課題にそって約 1分 FH5ず つ発表を

行うた。そ して、質問や意見、感想を伝 え合つた り、説明

を行つた りしていった。右の写真は、「お米の栄養分につ

いてJを課題 として調べた子の説明風景である。他に似た

よ うな課題 を調べた子は、「お米の栄養分や含 まれている

ものJと か 「お米の成分 と構造」、「お米の栄養分Jと い う
タイ トルがある。そ して、全員が発表を終了 した後、気づ

いたことや工夫 したこと、は じめて分かつたことな ど学習
に取 り組んだ感想を書いた。

(5)成 果 と課題

子 どもたちは、 自分の設定 した課題について意欲的に取 り組み、情報 を集めた りま とめ

た りす る中で、友だちと情報交換す ることを楽 しんでいた。また、単元の最初に発表会ま
での見通 しを持たせたことで、次に何 をすればよいか とい う学習の進み方が分か り、スム

ースに学習を行 うことが出来た。 さらに、一人ひ とりが責任 をもつて 1枚 の発表ボー ドを

作成 しなければいけない とい う指示により、誰 もが課題 に集 中す ることが出来た。そ して、

誰 もが発表す る機会を与えられ、 1枚のボー ドにま とめたことにより、達成感 を持つ こと
ができた。 また、体験をとお して、お米作 りの警労や工夫を実感 し、地域の方や保護者の

方の協力関係 を知 るひ とつの機会 ともなつた。実生活では、 2学期に入 り、給食のご飯で

余っている分をなるべ く少なくす るために、子 どもたちは、「おにぎりを作ろ う」と提案 し、
一生懸命おにぎ りをにぎって食べている姿が見 られた。

課題 として l―■、単元の性格上、短期的な学習 と長期的な学習に分かれて しまい、米作 り

体験を一時的な体験学習に終わ らせて しまい、水の管理や除草な ど本 当の苦労は、各 自が

想像す るしかなかった。 また、作業量や作業時間に個人差があ り、最終的には急が して し

まったことや個人単位で必要な時に情報交換 をさせたために、学習グループのメンバーが

固定化 した傾向が見 られた。

3. Iお オフリをこ

教師の意識 として 「学級のメンバーひ とりひ とりの成長が互いの喜びであるとい う目標
で学習す るJこ とや 「信頼に支えられた人間関係」をベースにおいて授業に取 り組む こと
は、子 ども同士が差異を差異 として強調 しあ うのではな く、お互いが成長 した と分かる満

足感に満た され、助け合いや教 え合い、情報の交換な どの相互作用によつて、個人同士の

ネ ッ トワークが形成 され る。そ して、個人同士のネ ッ トワークか ら小集団のまとま リヘ、
小集団のま とま りか ら学級集団のま とま リヘ と成長 し、学級全体に仲間意識が生まれ、信

頼 に支 えられた人 FFD関係が創 られ る。また同時に、学習への効果 も表れ、そのことが個人
の 自信 につなぶ り、 さらに満足感 を得て、仲間か らの信頼 も強化 され、人間関係が円滑に

な り、学習の成果 も向上す るのである。 このよ うな円環的な関係 を続かせ ることが 日々の

実践に大切であ り、その 目標 をめざすために子 ども同士の トラブルを改善 してい く指導 も

必要であることが実感できた。
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丁 丁 授 業 に お け る 学 び 合 い の 工 夫

～ 理 科 の 丁 丁 授 業 を 通 し て ～

愛知県犬山市立楽田小学校 野 口和敬

1.主 題設定の理 由

本学級の子 どもたちは,学習意欲が非常に高 く,多 くの子 どもが「分かるようにな りたい ,

できるようにな りたい」 ということを口にする。放課になると,教師や友達に分か らないと
ころを聞いた り,学んだ ことについて意見を交わ した りする子 どもたちの姿を目にする。そ

れだけに,分か った時には「分かつた !」 「なるほど !」 「面白い !」 と声 を上げP喜びも大

きい。また , 4年 生の時に少人数, 5年 生の時に 丁丁の授業を受けてお り,子 どもたちの中

に,共 に学び,高め合 つていこうとする思いがある。「がんばれ」,「 その考え方いいね」など

のつぶやきがよ く聞 こえて くる。

そのような実態 を踏まえ,私は,子 どもたちの学ぶ意欲や,共に高め合お うという思いを

さらに生かせ るように,社会科でのジグソー学習やディベー ト,体育科でのグルー プ学習な

ど,い ろいろな学習形態を取 り入れてきた。子 どもたちは自分の調べた ことや考えた ことの

大切 さを相手に何 とか して分か つてもらえるよう話 した り,相 手の言 うことを何 とか して理

解 しようと聞いた りする経験 を積み重ねた。本研究では,さ らなる試み として理科の 丁丁 (テ

ィームテ ィーチング)授業に焦点を当てることに した。

本校では全学年の算数科で少人数授業,5,6年 生の理科で TT授業に取 り組んでいる。

理科の 丁丁授業では,教師が二人いるため,実験器具の準備や片付け,実験時の支援などに

有効性が認め られている。しか し,私 は 丁丁授業の有効性 として,教師が二人いるか らこそ ,

「子 どもの願いを,よ り多 く受け止めた学習活動が展開できる」 ということを考えている。

丁丁授業だか らこそ,子 どもの思いやこだわ りをよ り多 く受け止めることもできる し,学び

合いの活動 も一人の ときとは違 つた形態を組むことができる。その上で,教師一人の ときと

は違 つた角度か ら,子 どもたちの学ぶ意欲や共に高め合おうという思いを生かす ことができ

るのではないか と考え,主題を設定 した。

2.研 究のね らいと仮説

本研究 を行 うに当た り,次の ことを研究のね らいとし,仮説を考えた。

【目指す子ども像】

学ぶ意欲を持ち続け,共 に高め合おうとする子ども

(具体 的 なね らい )

1.個 々の思いやこだわりを学びの意欲付けとしたい。
⇒ 個々の思いや こだわ りを生か したグルー プ編成を し,そ のグルー プを学習の基盤

として単元を構成 していけば,子 どもたちの思いやこだわ りが単元を通 した学びの

意欲付けとなるだろう。

2.グ ルー プ内・ グルー プ間での学び合いによって学習を進めたい。

⇒ グルー プごとにそれぞれの問題を解決 してグルー プ内で学び合 う場面,そ して ,

解決 した問題 を持ち寄 つて互いのグルー プが学び合 う場面を設定すれば,グループ

ごとの学びが学級全体の学びにつながつてい くだろう。

3.見通 しを持 つて追究する力,相手に分か りやす く説明する力を育てたい。

⇒ 子 どもたち自身で実験方法や発表方法などを考え,実践 してい くスタイルを繰 り

返 し行 つていけば,見通 しを持 つて追究する力,相 手に分か りやす く説明する力が

育 ってい くだろう。

この 3点 に焦点を当て,実践を行 つていけば,一 人一人の思いが学級全体の学びに広がつ

てい くと同時に,子 ども同士の学び合いが学習活動の主体 とな り,子 どもが生き生きと学び

を獲得 してい くことができるだろう。
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3.研 究の構想

(1)こ だわ りを意識 したグループ編成

グループ学習は,「 子ども同士の学び合いが学習活動の主体となり,子 どもが生き生きと学

びを獲得 してい <学習形態」であると,私 は考えている。そのような思いから,本学級では ,

1学期から子どもの実態や場面に応 じて,次のような視点でグループ編成を使い分け,学習

を進めてきた。

【グループ編成例】

「σ要蓮轟嘉語専罰 著
~~~~~― T一―-1

② 学習能力が異質の者

③ 意見や考えが近い者

④ 意見や考えが異なる者

L⊆と_ヨ壁至口LLビ受堡1≡口L_________――――――――――」
本単元では,子 どもの思いやこだわりを学びの意欲付けとしたいこと,ま た,そ れぞれの

グルー プ内での学びを学級全体の学びへ とつなげていきたいことか ら,⑤の方法を取 り入れ

ることに した。また,グルー プ内で,リ ァダー,記録,発表 という役割 を設けることで,違
つた角度か らの意識付けを図つた。

(2)学び合いを意識 した単元構成

1.単 元全体において

(1)で 挙げたグルー プを生かす ことができ,ま た,グルー プ内・ グループ間の学び合

いが学習活動の基盤 となつてい くように,単元構成を工夫 した。

調べたい問題 ごとに分かれ

グループを編成する

グルー プごとに追究

A～ Fに ついては広範囲な問題が予想 され るが,T丁 なので,追究か ら発表準備の段階

では教師一人で 3グルー プ支援すればよい。

2.発表段階において

グルー プ同士で調べたことを発表 し合 う段階で,各グルー プをそれぞれ 2分 割 し,違 う

部屋で発表することに した。

・ 1グ ルー プの人数が半分になれば,発表する時に一人一人の活躍する時間が増える。

・聞 く側の人数も少な くなるため,発表が見やすい場所に移動 しやす くなる。

・T・ Tだか らこそ可能な活動である。

ということが,利 点として考えられ る。

グループ同士で調べたことを発表し合い,皆で学ぶ
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(3)抽 出児について

本単元で |よ Kを 抽出児として取 り上げた。KIよ学習意欲が高い。また,学習塾へ通つてお
り,教科書に載っていなし`ことでもよく知うている。その一方で,他人と交わるのが苦手で ,

話 し合しヽ活動を好まない。発表する声もあまり大きくなく,「 討論会は苦手。」とか「自分の
ペースでやるほうが好き。」と言 うこともある。自分のこだわ りが強い分,他者の考えや意見
を聞 くことが苦手な面もある。いろしヽろなグループ活動を経て,成長 !ま しているものの,豊
富な知識を集団の中で十分生かすことができない。また,級友からいろいろな考え方を聞ひ
て参考にすることも十分できなしヽとしヽうのが現状である。

本単元の学習を通 して,自 分のこだわ りを生か しながらも,共に学び合うことの大切さを
感 じ取 り,今後の Kの 生活に生か していってほしいという願いを込め,抽出児として Kを
取 り上げることに した。

4.研 究の実際

(1)単元名

小学校 6年  「水溶液の性質」

(2)教材観

子 どもたちは毎 日の生活の中で多 くの水溶液を目に している反面,あま り関心がな く,無
意識に接 しているため,そ れぞれの水溶液の性質や,水溶液の 1ま た らきについて目を向けて

ひる子 ども |ま 少ない。

本単元で 1ま ,ま ず,4つ の水溶液調べ を通 して,水溶液の色や匂い,熱 した り冷や した り

した ときの変化の様子 ,ま た,他の物質に対する水溶液の働 き掛けなど,水溶液の性質やは

た らきに目を向けさせ る。そこで,自 分が調べてみたい水溶液の性質や |ま た らきを自由に考

え,似たような問題 を作 つた子 ども同士でグルー プを編成する。グルー プごとに実験 を重ね

て問題 を明 らかに してい くことで,水溶液には,酸性,ア ルカ リ性及び中性のものがあるこ

とを学ぶグルー プや,水溶液には,気体が溶けているものがあることを学ぶグルー プ,ま た ,

水溶液には,金属 を変化 させ るものがあることを学ぶグルー プが現れ る。そ して,互 いのグ

ルー プが明 らかに した水溶液の性質やはた らきを発表会形式で学び合 う。

このように単元を構成することによつて,個 々の思いが学級全体の学びにつながつてい く

と同時に,グルー プ内での学び合いや,グルー プ間での学び合いが,本単元の指導内容であ

る,「 いろいろな水溶液 を使 い,そ の性質や金属 を変化 させ る様子を調べ,水溶液の性質や

はた らきについての考えをもつようにする。」ことへの学びに広が ってい くことができると考

えた。

(3)単元の 目標
口 実験・観察 した り,級友の発表を聞いた りして,水溶液の性質や働 きについての考えを

もつことができる。

ア 水溶液には,酸性・ 中性・アルカ リ性のものがあること

イ 水溶液には,気体が溶けているものがあること

ウ 水溶液には,金属を変化させるものがあること

(4)単元の実際 (12時間完了 )
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4つ の水溶液は何かを調べる方法について話 し合おう    (1時 間 )

Aホ ウ酸水 B炭 酸水 C食 塩水 D塩 酸

ペアで 4つ の水溶液を調べてみよう (1時 間 )
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水溶液博士になろう (2時間 )

【理科室】Tl 【6年学習室】T2

A,B,Eグ ループ 聞く側 C,D,Fグ ルニプ

A,B,Eグ ループ 聞く側 C,D,Fグ ループ

<>理翼 不斗 冒
=(指 導者 :野 口和敬 Tl)

・ 本時の 目標

○ 自分や級友の発表か ら,水溶液の性質とはた らきを理解することができる。
○ 級友 と協力 して,発表 した り発表を聞いた りすることができる。

・ 準備・資料

指導者 :メ モカー ド

・ 学習過程

子 ども :ビーカー,試験管,水溶液,蒸発皿など

活動のめあてを持つ。

発表する立場,聞 く立場で,そ れぞ

れ活動のめあてをメモカー ドに書 く。

1/2時 間 目

2/2時 間 目

○ 水溶液博士になるためには,そ れぞれの

立場において,どんな思いで参加すればよ
いか考えるよう促す。

2 水溶液の性質とはたらきについて,グ
ループごとに発表する。
・ 各グループ 12分の持ち時間で,準

備⇒発表⇒質疑応答⇒片付けの順で発

表を行う。
0聞 くグループはメモカー ドに分かつ

たことを記入する。

①  「塩酸は他にどんなものを溶かすの

か」グループ

塩酸にいろいろなもの を溶か して見

せ,い ろいろなものが溶けることを証

明する。

②  「後に残るものの正体」グループ

水溶液に溶かす前の固体と,水溶液を

実際に加熱 してあとに残 った固体 と

を,顕微鏡で見てもらい水溶液には固

体が溶けたものもあるということを発

表する。

◎ 危険な化学薬品は事前に用意する。

◎ 発表の流れを説明する。

◎ 発表するグループ,聞 くグループ,そ れ

ぞれのマナーを確認する。

○ 危険な化学薬品の扱いについては補助を

する。

【実験器具を用いて,水溶液の性質とはたら

きを級友に分か りやす く説明することがで

きたか】 発表の内容

○ 聞 くグルー プは,発 表グルー プの実験がよ

く見える位置に動いてもよいことを知 ら

せる。

○ 発表内容に関連 した点で質問をするよう

に促す。

【級友が調べた水溶液の性質とはた らきにつ

いて理解することができたか】

子どもの活動 ◎指導者 自身が留意○子 どもへの配慮 【評価】
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水溶液について分か つたことを学習カー ドにまとめよう  (1時 間 )

評 価 (1時 間 )

(5)Kの 変容について

【4つ の水溶液調べ】

4つ の水溶液 を調べる方法を皆で考えていたとき,「 においをか ぐ。」,「 熱 してみ る。」とい

う意見が多い中,Kは ただ二人 ,「 リ トマス紙を使 う。」方法を挙げた。級友たちは「何それ ?J
という者や ,「 ああ,名 前は聞いた ことがあるなあ :」 という者がほとん どであった。Kは リ

トマス紙 を使 つて水溶液の区別ができることや,リ トマス紙の色の変化 と水溶液の関係につ

いてもある程度知 っていたのである。しか し,ペ アで実験 を進めるため,最初 Kはペアの子

に遠慮 して加熱 した り:匂 いを嗅いだ りする実験 を選択 し,行 つていた。

その後,実験が早 く済んだ こともあ り,「 先生,リ トマス紙 つて使えますか ?」 と Kが リ

トマス紙 を取 りに来た。Kは リ トマス紙 を使い,ペ アの子に手伝 つてもらいなが ら水溶液調
べ を始めた。ところが,食塩水 と予想 した水溶液に リ トマス紙 をつけると青か ら赤になって

しま った (原 因 |ま 食塩水以外のものが リ トマス紙について しまったと考えられる )。 Kに と

つては不思議で仕方なか つたようである。また,自 分の好きな方法で実験できた喜びもあつ

た。 この疑間と喜びが学習カー ドか ら見 ることができた。

(Kの 学習カー ド)

べてみたいこと ったこと |こ思

ゾうιL、僕ナ笠ふtti

だ
｀
殊をび`す.

2入兼たと`きRlいたs去ぅゞ夕 t志 '〕■づ|

の

たのしもしたJ)で ま島也乙γたt、 乙ビす。
【水溶液について調べよう】

その後,Kは 「水溶液を見分ける方法」のグループに入る。そして,グループで実験方法

を話 し合う際 ,「 リトマス紙を使 うといい。」ということを,教科書を使いながらグループの

級友に伝えた。「K,よ く知つているね。」「もう少 し詳 しく教えてし」という声に何とか答え

ようとする Kの姿が見られた。また,他の級友が「ムラサキキヤベツも使えるん じゃない ?」

ということを話 したのをきつかけにして,副教本『理科大好き』を参考にしながら,実験の

計画をグループ全員でまとめていった。Kも 「ムラサキキヤベツは聞いたことがある。やつ

てみたいな。」と実験を楽 しみにしている様子だつた。

そ して,い よいよ実験である。たくさんの水溶液とリトマス紙を使い,グループで協力し

て水溶液の性質を調べた。そして,記録係の子が結果をノー トにまとめ,他の子がそれを写

し始める。ところが,そ のノー トを見ると次のように記 してあつた。

三      赤 リトマス紙   (性 質)   青 リトマス紙  (性質)    ;
: 塩  酸   赤 ⇒ 赤   中性      青 ⇒ 赤  酸性     三

:ア ンモニア水  赤 ⇒ 青  アルカリ性    青 ⇒ 青  中性     :

KIま 「ねえ,それ,違 うと思う。」と言つた後,教科書を使つて説明を始めた。グループ

の級友も間違いに気付き,「 あれつ? 本当だ !」 「K,あ りがとう。」とノー トを書き直 して

いった。

!      赤 リトマス紙     青 リトマス紙       (性 質)    :
: 塩  酸   赤 ⇒ 赤      青 ⇒ 赤       酸性     !
三アンモニア水  赤 ⇒ 青      青 ⇒ 青      アルカリ性   :

次に,ム ラサキキヤベツ水溶液も使つて実験を行つた。実験を終えた後,あ る子が「ムラ

サキキャベツ水溶液を使つたほうが,リ トマス紙よりも正確に見分けることができるん じゃ
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ない ?」 と述べた。「なるほど。」「そうだね。」とつぶや く声が聞 こえ,グルァ プ皆がノー ト

のまとめの欄に記 した。Kも 授業終了時に「実験が楽 しかつた。グルー プで勉強す るのもち

ょつとはいいね。」と感想を述べている。

「水溶液を見分ける方法」グルー プは,ム ラサキキヤベツ水溶液を使 つた実験 を実際に見

せ , リ トマス紙については画用紙にまとめるという発表方法を考え,準備を進めた。

【水溶液博士になろう】

いよいよ発表である。グルー プを 2分割 し, 2時 間に分けて発表す るように したため,K
は後半の時間に 3人 で発表することになつた。前半に発表 した同 じグルー プの子か らア ドバ

イスをい くつか受け,資料 も少 し修正 して発表を行 つた。Kの 担当は リ トマス紙 を使 つた実

験の報告である。Kのまわ りに集ま り発表を聞 く級友に,分か りやす く伝えようと画用紙を

見せなが らの発表 となつた。緊張 して少 し言葉に詰まった時もあつたが,グルー プの子に助

けられなが ら,最後まで しつか りと発表することができた。「少 し緊張 したけれ ど,発 表でき

てよか つた。水溶液の ことをもっといろいろ知 りたい。」 というのが Kの感想である。

自分の こだわ りを持ちなが ら,グルー プの皆 と協力 して学び合い,発 表することができた。

そ して,さ らに追究 したいテーマを Kは もつことができた。

5口 考察

1.個 々の思いや こだわ りを学びの重 _欲 付_け としたい。

⇒  「楽 しく実験できた。」,「 今度 |ま ～なことをやつてみたい。」 と感想に記す子が多かつ

た。Kの ように自分のやつてみたいこと,知 りたいことを基盤 として学習が進め られた。

子 どもたちの「や つてみたいこと」,「 知 りたいこと」を教師一人で受け止めようとする

と限度がある。 tt Tで 取 り組んだか らこそ,一 人一人の思いが広い範囲で受け止め られ

た。そ して,そ の中で新 しし`発見や驚きが生まれ ,さ らに追究意欲が高まった というこ

とが考え られる。体 日を生か して B紙にまとめて くる者 ,家族で一緒に水溶液について

考えてきた者 もいた。

2.グルー プ内,グルー プ間での学び合いによつて学習を進めたい。

⇒ 参考にす るとよいもの,ま とめる視点は必要に応 じて教師が支援を していつた。 しか

し,実験の手順や分担,発表の方法や手順は全て子 どもたちが考え,相 談 し,行 うこと

ができた。教師の出番 と,子 どもたちの出番を明確に して臨んだことによ り,グルー プ

内の学び合いが進んだと思われる。また,単元構成を工夫することによ り,「 どのグルー

プの発表 も『水溶液の性質』を正 しく理解するためには必要なもの」という認識のもと ,

発表会に臨むことができた。そ して, どのグルー プの発表も創意工夫されていて,楽 し

く水溶液について学び合 うことができた。一方で,グループ間の発表だけでは水溶液の

性質や働 きについての理解が十分押 さえられない面も見 られた。

つて追究する力,_墾圧上塗宣塑些三≦ る 力 てたい

実験で何を明らかにしたいか確認する⇒どうやつて明らかにするか考える⇒実験に必

要なものを考える⇒必要なものを用意 して実験する⇒記録する⇒考察する,と いうサイ

クルを何度も行 うことで,あ る程度予想 しながら追究する姿や,予 想をもとに追究方法

を考える子どもの姿が見られた。また,画用紙やビデオ,実際の実験を通 して,立つ位

置や資料の見せ方など工夫 して,分か りやす く伝えようとする姿が見 られた。 しか し,

表現力に乏 しい子どももおり,低学年からの系統だつた指導の積み重ねも大切であると

感 じた。

【目指す子ども像】

学ぶ意欲を持ち続け,共に高め合おうとする子ども

本単元の学習で,T丁 授業の有効性を生かした単元構成をすることによつて,楽 しみ

ながら共に高め合つていこうとする子どもたちの姿を見ることができた。対人関係が希

薄となってきている今日,互 いに思いや りなが ら,自 分のよさを伸ばしていける子ども

を育てていけるよう,い ろいろな視点で研究を続けていきたい。
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学習指導報告

学校経営方針具現化のための算数指導

東京都練馬区立練馬第二小学校 荒木 正志

l.学校経営方針と算数学習
生涯学習の目標を「人間味あふれ、自ら考え、自ら判断し、自ら選択し、自ら行動 し、自ら修

正し、自ら責任をとる」という生き方ができることと考える。これは、生涯にわたっての人生の

生き方であるから、小学校の段階では、日標を完全に達成することではない。

子どもが社会で生活するときに、培つたものが少しでも生かされていくことを願つて教育にあ

たることと考える。学校経営の目標 として、「明日の登校を楽しみにする子 どもと職員、再度の

来校を楽しみにする保護者・地域の方々のあふれる学校」をつくりたいと考えている。そのため
の教育実践の柱を次のように考えている。

☆教育の基盤は、信頼に支えられた人間関係

☆学習指導の基盤は、学習者の学習への動機付け

☆学習の評価は、繰 り返しと長いスパン

1.教育の基盤 は、信頼 に支え られた人 間関係

教師からの一方的な指導は、子どもに直接的な情報を受け入れさせる。ここには子 どもが教師
に頼るという一方的な信頼は存在 しても、教師からの信頼は子どもへ向いていない。教師と子ど

もの間に信頼が双方向に存在するとき、信頼関係が成立する。この双方向の信頼の中で、学習を

促進することができると考える。人は 「教え込む」から学習をするのではなく「学ぼ うとする」
から学習が起きるのである。そのためには、まず教師と子どもも互いに認め合 うことことから始
めていくことである。

これ と同じく学校経営の基盤も、信頼に支えられた人間関係である。管理職 と教職員 との間に

双方向の信頼関係がある中でこそ、認め合いがあり、教職員の学ぼうとする意欲が喚起される。
この意欲の喚起が 「自ら考え、自ら判断し、自ら選択し、自ら行動し、自ら修正し、自ら責任を
とる」につながるのである。指導者の学ぶ意識がないところに 教育の不易はないと考える。

2。 学習指導の基盤 は、学習者 の学習への動機付 け

算数の問題解決をするとき、提示された問題に対 して解決意欲があるとないでは、その解決姿
勢に差がでてくる。子どもが問題を解決するとき、もっとやってみたいと思 う学習を展開するこ

とが大切である。そのためには、「解いてみたい」「やってみたい」と思 うような問題の提示が

必要である。また解決途中でのつまずきでは、「間違いの中に宝物がある」 とい う感覚を育てて
いきたい。

これも学校経営と同じである。教育活動や研究に対する動機付けがあることで、意欲的に活動

する。教職員の自らのアイデアを生かした実践を行 うことである。「為 して学ぶ」ことである。
取 り返 しのつかない失敗以外は、その失敗を生かしていくことが次の実践べの動機付けになって
いくと考える。

3.学 習の評価 は、繰 り返 しと長 いスバ ン

教職員の実践の評価も学習指導の評価も同じである。一つの事例で評価することは危険である。
特に学習指導の 1時間の中だけで子どもを評価することは一面的になることがある。また、その

中で全員を同じように評価することは困難である。子どもの姿を全体的に評価するには、繰 り返
しながら、長い期間をかけて評価 していくことが大切である。そのためには、発言やノー トから
気づいたことをメモしたりして、ポー トフォリオ的な評価に心がけていく。

ぜ
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4.算数学習指導での留意点

教育実践の 3つの柱を算数学習指導で追求していくとき、

たい。

(1)日 標の設定               ‐

算数の学習指導案を見ると、「目標」の項目には、

学習内容の目標のみ書かれていることが多い。算数の

指導だけをしているのではなく、算数を通して指導し

ているのであるから、「態度」的な目標も身につけさ

せていきたい

次のことに留意 しながら進めていき

(2)学 習の参加への工夫

算数の学習は、指導者が問題を提示してそれを解決することが通常行われている。子ども側

からみると「やらされている」ととらえることもある。初めに問題を与えるのは仕方がないと

しても、少 しでも単元全体にわたつて学習意欲を持たせていきたい。

① 単元の学習課題を意識させる

今回は、単元での目標を子どもの立場で書き出し、チェックさせていく。

今までは、プリテス トはポス トテス トが終了してから一緒に返却していた。これは学習 して

どれだけ自分が伸びたかわからせるために行つていた。今回は、プ リテス トをすぐに返却し、

どんな問題が自分はできないか確認 した後に、単元の学習目標を提示 して、各自目標とする

ものを選択させていく。ポス トテス ト終了後、学習目標のチェックを行 うことで満足感を与

えられたらと思つている。

0 学習過程での参加への工夫
ア、学習問題提示の場面

解決する意欲を持たせる問題を提示することが大切である。「導入素材」の発想では、

解いてみたいと思 う素材の要素がいくつも入つているものが「良い問題」であると定義し

ている。単元導入時だけでなく、この定義は各時間の問題にも当てはまると考える。

イ、問題解決途中の場面

既習を生かせる学習では、通常の問題解決過程をとる。これを「個人解決の良さを生か

した学習形態」とする。既習を想起しにくいときは、自力解決の途中で相談タイムをとる。

これを「集団解決の良さを生かした学習形態」とする。この形態は、解決できない子 ども

に安心感を与えることと、全員で検討に入る配慮がある。下記の表のいずれかに○をつけ

自分の状況判断をする。

集団解決の良さを生かした学習形態でのコース選択

解決できた まだちょらと

自信あり ちょっと心西己 自信あり ちょっと心西己

教えたい 教わりたい できたどうし

相談したい

一人でもう

少しやりたい
心配どうしで

相談したい
教わりたい

ウ、検討の場面
いずれの学習形態でも、集団の検討を行 う。検討に入るとき、まだ解決途中の子どもは、

自分の解決に執着して話 し合いに参加 しないことが多い。個人解決の良さを生かした学習

では、全体が解決したことを確認 してから検討に入る。集団解決の良さを生かした学習で

は、解決すると席に着くので、全員着席を確認 してから検討に入る。

(3)算数への間違った概念<だき

低学年のとき学習意欲に燃えていた子どもたちは、学年が上がるにつれて間違った感覚を持

つようになっている。学習を進める中でその概念をくずしていく。

例えば  算数の答えは一つだけ 解決方法は一つだけ 間違えるのは恥ずかしい
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(4)学習の協力への工夫
一人で学習するのではなく、みんなで学習するのである。そこには 「仲間を助ける」「わか

ろうとする」という2つのルールがある。それは「学習では良い意味での競争が必要であるJ

といわれる。この「良い意味での競争」とは磨き合 うことである。学級内の集団が勝ち負けが

目標 となることではなく、一人ひとりが精一杯伸びることが全員の目標でありたい。従って全

員が同じ目標にならないこともある。例えば能力の高い子は教えることによつて、考えを深め

る場合もあろうし、わからなかった子は教わることによって理解することが目標になることも

あろう。

(5)学習の評価への工夫
指導の裏返しが評価であるといわれる。しかし、指導と評価の一体化は非常に難 しい:少 し

でも一体化に近づくために、ポー トフォリオ的な評価に心がけていく。

継続的に、多面的に評価する資料を集めるために次の評価を行っていく。

子どもの自己評価 0000満 足度曲線 (満足度と時間の経過を線で結ぶ)

子どもの他己評価 0000ガ ンバルニャン発見 (頑張っていた子を見つける)

指導者の自己評価・ 000指導前の計画表と指導後の分析を行 う

ll.実践
1。 単元 名   6年  「ならして比べよう」

2.単 元 の 目標

(1)「ならして比べよう」の目標

①学習内容の目標
・平均の意味について理解するとともに、平均を用いて数量を表すことができる。

②態度的な目標
・問題を解決するとき、安心感が持てる。
・わからないより、わかつたほうがよいという感性が育つ。
0な るべく人に頼 らず、自分で解決するよう努力する。
・聞き手が納得するよう説明ができる。
0説明を理解するよう聞くことができる。

3.教 材 につ いて   略

4.子 ど もの実態
5年からの持ち上がりの学級である。情緒が不安定な子どもや 4年のとき不登校だった子ども、

自己中心的な子どもなど多様であるが、一つのことにみんなで協力し合 う雰囲気ができている。

比較的落ち着いた学級集団である。「ならして比べよう」のプリテス トの結果を見ると、概ね正  V
規分布を描いている。 日常的な学習の様子と同じような傾向が見られる。

5。 学習指導計画
*個人解決の良さを生かした学習形態・・ 00個人

集団解決の良さを生かした学習形態 0000集 団

ならして比べよう      8時 間扱い

1時  プ リテス ト    「ならして比べよう」の単元の調査

2時  学習計画     テス ト返却、課題チェック、学習方法の講習 集団
3時  ならして比べよう ならすことの意味を知る (連続量)   集団
4時  平均       数量の平均から全体を求める        集団
5時  平均       平均値が小数になる場合がわかる      個人
6時  平均       代表値 としての平均の存在を知る      集団
7時  たしかめ     チャレンジ問題をする 学習課題のチェック

8時  ポス トテス ト   事後調査 学習課題チェック
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発間 と活動の様子 と反応 ○留意点 △評価
問題の把握 T l頭 の牛からとれた牛乳の量を 1週間記録 しま

した。1日 にどれだけとれるといえるでしょう。

○プ リン ト配布

○毎 日同じ量 とれ るか ?

問題の解決 T 質問はありますか ?自 分の考えで解いてみまし

よ つ。

Cl全体の和÷7=15
C2仮平均 (13)から15
C3わからない

△「ならす」の意識があ

るか

進路の選択 T 鉛筆を置きなさい。今の自分の様子に○をつけ
ます。

T コースに別れます。

○人数の確認

○場所の指定
Tl教えたい、

できたどうし相談
T2-人 でや りたい

できないどうし相談

集団の検討 T 説明をしてもらいます。
Cl全体の和+7=15
C2仮平均 (13)から15

○帰納的な思考

○右ページに書かせる

○「ならす」の意味確認

毎 日同じ量がでないのだから,凸凹

を平らにならすことが必要です。

練習問題

平均の用語

T 違 う問題を一つやってもらいます。 りんごが 3

個あります。 120g、 102g、 113g
りんご 1個の重さは何 gと いえますか。

T 牛孝Lの場合 と同じように考えられますね。この

ようにいくつかの数量を等 しい大きさにならし

たものを「平均」といます。
T 発見、満足度曲線、感想を書きましょう。

○平均の用語

自己評価

第 3時の指導 Tl荒木正志 T2石 田十二雄

1藤 成果と課題
1 成果

(1)学習形態を組み合わせる指導について
今回は、 1学級 (26名 )ベテランの担任 との実践であった。担任が学級に行くのが遅くなっ

たとき、校長が朝の会や挨拶に立ち会つていても、何の抵抗感もなく進み、担任が子 どもの前に
立ち「学習を始めます」と言 うとスムーズに学習に入れる学級であった。学級の掘 り起こしが十
分な所でも、この学習形態の組み合わせた指導の効果があるかどうかが課題でもあつた。
(2)学習課題を持たせたことについて

学習前に単元の内容を示すのは冒険かと思つていた。 しかし、プ リテス トを返却 し、自分はど
こがてきていないかを確認 した後で、学習の目標を提示 したことは、単元に対する見通 しを持た
せられたような気がする。続けて実践することで成果は見られると思われる。

(3)26名 という少ない学級での指導につしヽて
机間指導中、担任 と二人で子どもの様子をチェックしていたが、二人ともほぼ全員チェックす

ることができた。 30人以下ならば、担任一人でも、この形態の組み合わせの学習指導は可能だ
と感 じた。次単元もTTで指導する予定であったが、担任一人でやってみたいとのことである。
様子を見守 り、追加報告 していきたい。

(4)考察データの工夫について

満足度、進路選択、感想を一覧にしたことにより、子 ども一人一人の変化が見られた気がする。
まだベス トとはいかないがt集団と個人の様子が見ることができたと思われる。
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第 3分科会 (中学校)

[発表主題 と提案者 ]

学び方を身につけ、課題に向かつて主体的に取 り組む生徒の育成

岐阜県可児市立中部中学校   岸   栄 二

学習集団づくりを基盤にした授業改善の取 り組み

―
グループ学習と討論を取り入れた社会科の授業

一

愛知県大山市立大山中学校    高 木   潔

[助言者 ]

安 永   悟   (久 留米大学教授 )

伊 藤   篤   (ネ申戸大学教授 )

長谷川 貢 ―   (東 京都杉並区立阿佐ヶ谷中学校長 )

後 藤 東 一   (岐 阜県土岐市立土岐津中学校長 )

[記録者 ]

鈴 木   努  (愛知県大山市立大山中学校 )
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学 び 方 をす身 |こ つ oす , 課 題 をこ FHDか ― て
キ 体 的 |こ 取 り 組 む 生 徒 の 育 成

岐阜県可児市立中部中学校 教諭 岸 栄二

1.は じめ に

可児市は、愛知県 との県境に位置 し、北側 には木 曽川が流れる自然環境の豊かな市である。
名古屋市の通勤圏にあるため、急激に人口が増加 してお り、こうした地域を校区にもつ本校は、
岐阜県でも 1,2を 争 う大規模校である。本年度は、生徒数 840名 、職員数 56名、学級数
24学級 (特 別支援学級 2学 級を含む)で ある。生徒会 を中心 とした自治活動が活発であ り、
学級の合唱活動・清掃活動・係活動も充実 している。また、部活動も盛んで、多 くの部活動で
優秀な成績 を収めている。

2.本 校 の 特 色

(1)組織 を生かす

50名 を超える職員が組織的に活動するために定期的に、会議 を位置づけている。
月曜 日の 2校時 :指 導部長会 (教務、研推長、学習・生活 0特活・総合各指導部長 )

月曜 日の 4校時 :主任会 (校長、教頭、教務、生徒指導主事、支援学級主任、各学年
主任 )

水曜 日の 2校時 :生活担当者会 (校 長、教頭、教務、相談室担当、養護教諭、各学年
の生活担当者 )

このような会議 を毎週定期的に位置づけ、全職員が共通理解 し共通行動ができるように
している。問題点を未然に防いだ り、解消 した りで きるとともに、見通 しをもつて取 り組
むことがで きる体制だ と考えている。

(2)職員の資質向上を図る

職員の資質向上を図ることをね らいに、下記の取 り組みを している。
①ボランティア活動

夏休みには、地域の主要道路のゴ ミ拾いを 3日 間行つた。
冬休みには、福祉施設へ行 き清掃活動を行つた。

②文化活動

いずれ も地域の方を講師 としてお招 き じ、夏休みには、「書道コース」「茶道コ
ース」「陶芸コース」「版画コース」「華道コース」の 5つ のコースに分かれ研修を
行い、冬休み直前には「 じめ縄作 り」を行つた。

③職場体験活動

夏休みに地域の職場へ出かけ実習を行つた。本年度は、職場の都合 もあ り 1～
3日 の実習 となった。

ボランテ ィア活動については、部活動単位で毎朝玄関掃除や草取 りをする生徒がいる。
また、地域の公民館祭 りや運動会に多 くの生徒がボランテ ィア として参加することで地域
の一員 として活動 している。そのような生徒の手本 となるために、職員もボランテ ィア活
動を実施 している。文化活動や職場体験活動については、教師 自身の資質向上をね らい と
して実施 している。

(3)学校経営への積極的な参画

校務分掌に従 つて、職員会などの会議 には、各担 当主任がね らいや方法を明確に して文
書で提案する。

年度末には、「私の提言」 と題 して、「特色ある学校経営」など 10項 目について、「来
年度は、 こんな学校 に したい。」 とい う夢を、全職員がひ とつずつ文書で提案する。こう
して全職員の知恵を結集することで学校 を活性化させている。
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(4)そ の他の工夫

①週時程の工夫

本校は非常に広い校区をもつ。校区の東西は車で 30分以上かかる距離がある。部

活動も盛んで、朝練習は 7時 30分から実施できるが多 くの生徒が参加 している。

そこで、週時程を右のように考えた。朝の

短学活の始ま りを遅 くした。そ して、 3校時

後に給食 を位置づける。 これは、朝食の時間

が早い生徒が多いためである。

また、朝の短学活の後 に「全校読書」の時

間を位置づけた。朝の 10分 問、全校が静ま

りかえる。これによ り、本が好 きな生徒が増

え、図書館の貸出冊数 も増加 した。さらに、

全校に落ち着 きが生 まれて きた。

E・ Tの 時間は、「知の構築の場」 ととら

えている。小学校の場合は、業間の時間は体

力向上に使われることが多い。それを「知力

向上」に使お うとするものである。 まだまだ

工夫の余地はあるが、 1年生では、小学校の

復習の時間に使用 している。また、班長など

の リーダー会 を実施 した り、分団会 を全校一

斉に行 つた り、体育大会前や音楽会前には練

習の時間にあてることもある。工夫次第で、活用の用途が広がる時間である。

そ して(6校 時の後に掃除の時間を位置づけたことで、翌 日は美 しい教室環境でス

ター トで きるようになつた。もちろん、日直が放課後に机列の整頓等にも努めている。

②選択教科の拡大

2年 生で選択授業 を 2時間、 3年 生で 3時 間実施 している。職員の数が多いことを

lll用 して、選択のコースをた くさん位置づけている。 2年 生では 9教科 18コ ース、

3年生では 9教 科 34コ ースを開設 している。コースによっては生徒数が 5名 にも満

たなかった り、希望者多数のため教員を増や したコースもある。生徒の第 1希 望を最

優先するため、希望する生徒が 1人 でもいれば開講 している。従 つて、選択の時間は

生徒 にとって楽 しみな時間で もあ り、意欲的に学習に取 り組んでいる。

③教育フェスタの実施

岐阜県には、『教育週間』 と称 しすべての小 。中学校が「積極的に地域に学校を公

開 しよう」とする取 り組みがある。時期が 11月 初旬 という以外は、日数や内容は学

校の裁量に任されている。本年度、本校では、学校を積極的に地域の方に知つていた

だ くために、4日 間にわたって「中部中教育フェスタ2003」 と銘打つて実施 した。

主な活動内容は下記の通 りである。

【教育 フェスタ 2003 主な活動内容】

1日 目 :オ ープニングセ レモニー、進路学習会

2日 目 :公 開授業 (2・ 3校 時 )、 総合的な学習の時間「学人」の中間発表会

3日 目 :寺子屋 (38講座 )

4日 目 :掃 除に学ぶ会  講演「小さな実践の一歩か ら」

日本を美 しくする会 相談役 鍵山 秀三郎氏

全校清掃活動

フィナー レ

本年 度初 めての試み と して、「 寺子屋」 を実施 した。 これは、地域 の講師 の方 をお
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招 き し、「腹話術」「理科実験」「手話」「多色刷 り」な どの講座の他 に、職員が 自分

の特技 を生か して、「 5色 百人一首」「 ジャンボシャボ ン玉」「貪J道 教室」「折 り紙」

などの講座を合計 38講座開講 して全校生徒・保護者の希望者が一斉に1受 講するもの

である。また、「 日本を美 しくする会」の方々と校舎を 1時 間 30分 かけて掃除 した。

1カ 所の トイ レを 1学級 ごとの約 40人が配置されたが、時間が足 りないほど熱心に

取 り組んだ。

以上のような取 り組みを生徒 と共に実践 している。

また、「生徒 に恥 をかかせない」「教師が変われば、生徒が変わる」「子 どもにとって最大の

教育環境は教師 自身である」 といつた言葉 を大切 に し、「授業で生徒を変える」 という構えで

切磋琢磨 し、研究実践にも取 り組んでいる。昨年度は、全校研究会 を 2回 、杉江修治先生をお

招 きして 3回 の学び合 う会 を実施 しく本年度は、全校研究会 を 3回 、杉江修治先生をお招 きし

て 2回 の学び合 う会を実施 した。このほかに、可児市の研究会の授業者に 6名 の先生が立候補

じ、授業を公開 した。初任者の先生 3名 全員が、初任者の公開授業 を引き受け実践 した。また、

岐阜県には「学力向上プラン」があるが、 これは「得意な生徒の力をよ り伸ばそう」 とする試

みである。これにも、本校か ら2名 の先生が選ばれ、研究実践 した。

このように、「教師 自ら積極的に授業実践に取 り組んでいこう」 とする雰囲気がある。

以下に、本校の研究の取 り組みについて述べる。

3主題

学び方を身につけ、課題 に向かつて主体的に取 り組む生徒の育成

4.主 題 設 定 の理 由

本校では、3年 間同 じ研究主題のもと、教科 を中心に研究を進め、次のような成果をあげた。
・教科の特性に応 じた学び方を明 らかに し、学習活動の工夫を行 うことで、生徒一人一

人が学力向上に努めることができた。
O単元指導計画を作成 し、学習過程の工夫・評価のあ り方を考えることがで きた。

しか し、課題 もある。
・主体的に学ぶ生徒は多 くなつてきたが、 自ら考え追究するのではな く、す ぐに仲間に

頼 つて しまい、練 り合つてい く姿に弱さが見 られる。
以上の理 由か ら、「学習過程 を一層工夫 し、各教科の特性 に応 じた学び方を身につけさせた

い」 と考える。また、課題 を明確 にさせ、 どの生徒 も課題 に向かつて追究 し自分の考えを自信
をもつて主張 しつつ仲間 と共に練 り合い、高め合 う学習をさせたい と考え、上記の主題を設定
した。

また、願う生徒の姿を次のように考えた。
<願 う生徒の姿>

・自分や仲間のよさを認め合い,高まり合 う学習の仕方ができる生徒
・見通 しや考えをもち,自 ら求めて課題に取 り組む生徒

6。 研究内容
(1)教科の特性を生かした学び方

①教科としての基礎基本 。つけたい力を明らかにする。(年 間指導計画の作成)

②学習形態の工夫 (TTに よる指導・少人数学習による指導)

(2)学習過程の工夫
①必然性のある課題設定 (課題設定までの流れ、全体課題・個人課題、課題の表現)

②追究の中での関わり合いの組織 (ペ ア学習、班学習、スクランブル学習、意図的指名)

③評価のあり方 (過程ごとの評価、言葉がけ、評価カード、絶対評価)

一人ひ とりの生徒がそれぞれの学び方を身につけ,学習活動を正夫することによって ,

生徒は自ら学び,高め合 う学習ができる。
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(3)学 習集 団作 り .  1     ‐
①生徒の学びを生かす教室経営 (学習コ■ナーの設置 )

②お互いの考えを大切にできる姿 (聞 く `話 す)

7.実 践

本校では、昨年度は、数学科 と英語科でTTの授業実践を行つてきた。本年度は、英語、理

科、国語においてTTを行つている。また、数学科では 3年生において週 3時 間の授業を少人

数で行つている8昨年度は 3時 間中 1時 間 しかTTの授業を行えなかつたため、効果を上げる

ことが難 しいと感 じたか らである:ま た、数学科の教員 7名 が全員、少人数の授業に関わりを

もつようにした。これにより(教科部会で検討するときにも多方向から考え、深めあうことが

できた。また、 2つ の空 き教室を「数学教室」 とし

て利用 し、少人数学習の時に使用 している。特に本

年度、少人数学習 を行 う上で注意 していることは、

「教師 を固定 しない」「生徒 を固定 しない」「場所

を固定|し ない。」 ことである。
'そ

こで、右の表のよ

うに最初は生活班 を中心 として授業 を行つたが、単

元 ごとに教師、生徒、場所 を入れ替えて授業 を行つ

ている。

これは、昨年度 TTの 授業の中で行うた習熟度別

少人数学習での反省を踏 まえてのことである。授業

内容によって 5～ 10人程度を対象に別教室で少人

数学習を行つた。数学が苦手な生徒 を対象に少人数

で授業 を行 うことは、生徒 には非常に好評であつた。

○質問が しやす く、授業内容がよ く分かつた

○一斉授業でも授業内容がわかるようになつた

○授業に意欲的に参加でき、挙手が増えた

など、 よい点が上げられるも しか しく教師主導で授業が進むことが多 く、練 り合いが弱いこと

が難点であつた。数学が苦手な生徒が多いため、多様な考えがでに くいためであるι

そこで、本年度は、上記のようにほぼ均質な集団に分けることで授業での練 り合いや深め合

いを重視 したのである。

また(7名 の教師で授業 を実践 してお り、授業内容について十分な打ち合わせをすることは

非常に難 しい。そこで、 3年生の授業を主に担 当 している教師が「略案」や「 プ リン ト」等を

準備 し、他の教員がそれを利用する形で授業 を行つている。これによ リ
ー
少ない時間で効率的に

打ち合わせがで きるように考えている。英語科では、 TTの授業において、 Tlと T2の役害J

一ヽ  を明確にするために、同 じように略案を使用 して打ち合わせを行つた。今年度か らTTの授業

に取 り組んでいる国語科では、放課後に 2人 の教員が集 ま り打ち合わせを行うて授業 に望んで

いる。    |       :  : |

8。 成 果 と課 題          |
今までに述べて きたことか ら、次のような内容について成果を上げることで、「 自信 と誇 り

に満ちあふれた学校」を創 り上げて きたといえる。

○組織を生か し、共通理解の上で共通行動することで、教師が一枚岩 となって取 り組み、

成果を上げること。

○教師自身が積極的に研修に取 り組み、資質向上を図ること。

○一人一人の教師が、学校経営に関わつている意識を持ちt活動すること。

○週時程を工夫することで、ゆとりある教育活動を行うこと。

○生徒の意欲を引き出し、伸ば し、鍛える実践を行うこと。

しか し、授業では「授業で生徒を変える」という構えで実践を行つてきたがti課 題も多い。

ここでは、特に以下の 2点 をあげてお く。

●少人数学習のより効果的な活用の仕方や評価のあ りかた。

●学習到達度の差の大きさを解消すべ く、個に応 じた支援の工夫。
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学習集団づくりを基盤にした授業改善の取り組み
―グループ学習と討論を取 リスれた社会科の授業一

愛知県大山市立大山中学校  高木 潔
1.は じめ に

私が目指したのは,授業が生徒の「学び合い」の場となることです。一斉授業形式で教師が
,方的に生徒に向かって情報を発信する授業でなく,生徒同士が相互に情報交換を行いながら,

お互いに認め合い,考え,話 し合い,学習を深めていく場としての社会科授業を成立させたい。
これによって,知的な理解が今以上に深まりを見せ,さ らに良好な人間関係を持った学級とい

う生徒集団の形成にも有効に作用すると考えました。

2.主題設定の理由

きっかけは本校の現職教育で取 り組んでいる授業改善の取 り組みで した。よりよい授業を求
めて本校の社会科では,「聴 <」 「話す」という二つの態度を日常の授業の中で生徒にしっか

り意識させ,さ らにコの字型に机を並べてお互いに顔を見ながら授業ができるように場の工夫
をしました。この「聴く」「話す」のさらに先に求めたのが「学び合う」態度の育成です。

研究実践のはじめの段階では,協同 (バズ)学習の意識はありませんで した。 しかし,授業

改善の過程で ,「学び合い」を模索 していく中で,協 同 (バズ)学習にたどり着いたというこ

とです。「学び合う」場を単元の流れに盛 り込むことで,学習に深まりを持たせたい。さらに
生徒相互の情報のや りとりの中で課題追究をすすめ,学習集団全体が一つのことを協同で学び ,

互いに高めあえると考え,こ の主題を設定 しました。

3。 達 成 へ の 手 だ て

第 1に授業において話をしている者 (教師や生徒 )

に対 して「聴く」態度をことや「話す」ことをもっと

意識 して授業にのぞませたい。これが,よ りよい授業
への手だての第一歩と考え

事業改善を進めてきました。授業の中でだれかが発す

る意見や疑間に対 して,意識 して聴くこと。一見,ど
の授業でも当然のようにできているはずのことです

が,これが確実にできていないことが多い。そこで ,

教室の前面に「聴く」時の心構えを掲示 し,こ とあるごとに意識させるようにしました。

第 2に 「話す」ことになれることを意識 しました。これは「話す」立場の生徒だけでなく,

「聴く」立場の生徒の意識変革も,必要だと考えました。バズ (協同)の状況に至るには,一
方的な「話す」ではなく,意識 して「聴 <」 必要があると考えました。相手の考えを意識 して
「聴く」ことで初めて,考えることができると思います。第 1の手だてにも大きく関わ ります。

また「話す」生徒に対 して,意識 してうなずくようにア ドバイスもしました。こうした「聴く」

側の人がいて,「話す」ということに意味がでてくるように思います。「話す」時も,「大きな

声で話す・相手の方を向いて話す」といった心構えを前面に掲示 し,授業を機会あるごとに止

めて「聴 <」 側の目を「話す」生徒や教師に向けることを繰 り返 しました。

第 3は 「学び合い」の場を,学習の流れの中に設定することです。隣の生徒同士で相談する

場面や,少人数のグループで話 し合いをする場面,あるいは学級全体で討論する場面の設定な

どです。このような学習の流れの延長線上に,バズ (協 同)学習をとらえました。一回限りの

ものでなく繰 り返 し,そ して日常的に「学び合い」の場を設定することを意識 しました。

また,授業の最後や単元の最後に,学習の振 り返 りを行いました。生徒が学んだことの確か

めや,自 分の中に何か変化がなかったかを確認するためです。また,得た情報を記憶 したり,

次の「学び合い」の場面で,情報をより意味あるものにするためです。

これらの手だてを経て「学び合い」による学習の深まりを確かめたいと考え,実践をすすめ

ました。
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4.学 習 の 流 れ (基本 的 な 単 元 構 成 )

①課題設定
・最初に資料 2枚を提示して,中 国の急速な工業の発展と日本の衰退を知る。
・次に話し合いの中で,テーマを決定する。

『やばいぞ日本 !中 国に勝つためにはどうすればいいか ?』 というテーマで中国につ

いて学習することになる。
・提言「まずは中国について知ることが必要。どんな国なのか知る必要あり。」

②基本的な事項の学習 (プ リント1)

1中 国の地形 0農業・工業について基本的なことを学習する。
・重要語句「一人っ子政策」「生産責任制 (人民公社)」 地理資料集より。
・気がついたこと興味あることをメモし,以後の学習にいかす。

③調べ方について考える (調べ学習プリント)

・何を調べるか ?
・どうやって調べるか?
0参考までに「世界国勢図絵」「朝日年鑑」等々の紹介
・図書館・ HPは万能でないことを理解 した上で,さ まざまな調査方法に挑戦すること

をすすめる。

(週末を入れて,調べ学習を進める)→現在の中国の実態は ?

④調べた結果の発表会
0生活班ごとに分かれてグループ発表
・代表者が全体に向けて話し合いの内容を発表する。
・中国を多面的・多角的に知る。日本が対抗できる要素はないのか?

・新たな疑FD5の発掘 (日 本が対抗できる要素はないのか ?)

⑤基本鶴な事項の学習 (プ リント2)
・不足 してもヽる基本的な事項の確認

・東アジア 0東南アジアについてもふれる
。重要語旬 F華人J教科書より

・教科書巻末の重要語句より

⑤中国の実際を目で確かめる (ビデオ視聴 )

・中国の現在 (止海の中学生のもの :8分 )

・中国の地理的なもの (20分 )

・次の授業で討論会を行うことを伝える。

(週末を入れて,再度考えを練る)→日本の優位な項目はないのか ?|

⑦討論会
・テーマ『やばいぞ日本 !中 国に勝つためにはどうすればいいか?』

・最後に振り返りの時間をつくって,社会科学習ノートにまとめる。

5。 授 業 の 実 際

(1)基本的な事項の学習

資料集や地図帳,教科書を使用してプリントの空欄を埋める。近<の生徒同士で情報を交

換したり,わからないところを教え合ったりする時間を持った。つぶやいたり,たずねたり

することで,理解できることがある。教師の支援として,わからない部分や難解な用語など

を解説した。基本的には一斉授業の形式をとり,基本的な知識を一般化させるのも目的です。
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れ)調べた結果の発表会

三   第 2学 年 6組  社 会 科 学 習 指 導 案    :
:                                授業者 高本 潔  :
三 1 単   元  テーマを決めて調べよう (世界地理 :中 国)            :
: 2 本時の目標                                  :
:(1)各 自で調査してきた内容をグループごとに発表し合い,中 国の地域的特色を知る。 :
三 (2)多様な視点から中国を知る方法を学び合もヽ,共有化した情報をもとに日本と比較す 三

る 。

: 3 本時の授業のポイント
:  コミュニケーショ〕ション能力の基礎である聴く態度 0話す態度を育てつつ,小集団での協同 :
:(バ ズ)学習を取 り入れた新たな学び合いの場を設定する。

: 4 学習過程

生 徒 の 学 習 活 動 教 師 の 支 援
(導入 )

1 チェックテス トを行う。
2 本時の学習内容を知る。(テーマ :や ばいぞ日本 !塾 かにして中国に勝つか?)

~帳
開う
~~~~~~―

一 ― 一―――
l―

―~~~~………… …「~~~~~一 ―

3 各グループごとに机を移動 し,発表の 10発 表会に必要な用具を配布する。
準備をする。             |  ボード・筆記具 0記録用紙

くじ・話 し合 もヽマニュアル

等々
e各 自 1回 は質問をすることをすすめる

4 発表会を各グループごとに行い,各グle机 間指導により生徒の考えを把握する
ループごとに,話 し合いの内容をまとめ | とともに,他の生徒と異なった視点で中
る。                1 国をとらえてしヽる生徒を賞賛する。

・ それぞれの意見の根拠について述べる
ことができるように発表者に助言する。

なぜならば ! ～だからです。
5 各グループの発表者が,グループでの |・ 聴く態度・話す態度に留意して考えを
話 し合いの内容を報告する。     1 発表するように動言する。

6 次時に取 り組む学習内容をきく。 日本にとって今後有望視される優位点
に注目することを助言す4。~健

理う
~~~~~~――――――― -1-~~~~~― ― ―一― ― 一 ―

7 本時の学習の振 り返 りをしてカルテを 10本時の学習を通 して考えたことをもとに
記入する。              |ノ ートに記入するように指示する。

中国とはいかなる国か考えてみよう

5 本時の授業の観点Ell評価規準と評価方法

評 価 の 観 点 評 価 規 灌
十 評 価 方 法

社会的勤への関心・意欲 。態度 積極的に学習に取 り組み,自 分の活動を正 し

く評価できる
自己評価表

社会的な思考・判断 発表された内容から中国につもヽて考える通と
ができる

発表・プリント

資料活用の技能 。表現 資料から読み取った内容や自分の考えを明確
に発表できる

発表 0観察
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週末を利用 して,生徒がそれぞれ疑間に感 じたことを,書籍や HPなどを利用 して調べ学

習を進め,その結果をグループごとに発表 した。多彩な情報が発表される場となった。最初

|ま ,発表の仕方も発表内容も稚拙で,調査向容の広が りもあまり認められなかった。 しかし

授業のまとわの段階で,鋭い視点や新 しもヽ手段で調査を進めたものにつしヽては,教師が取 り

土げた。経験を積んだ り,他の生徒の良もヽ面をまねることで,充実 した会になっていくと思

われる。会の取 り回しについては,司会者マニュアルを準備 し,こ こに意識が集申する二と

をさけた。重要なの |ま ,生徒から出される情報と,その情報に対する他の生徒達の反応であ

る。会の進行につもヽてはなるべく生徒の負担にならないように考えた。

接続詞の活用をもっと充実させる必要がある。断片的な情報のや りとりだけで 1ま ,学習に

深まりが生まれなもヽ。発表をした後,その内容について疑間を感 じた り,感 じた疑問を相手

にぶつけた りするの |ま ,接続詞を有効に使用すると内容につなが りがでてくるように思う。

6)討論会

各自が集めてきた情報をもとに学級全体で「学び合 う」場を設定 した。まだまだ「話す」

ことが十分にできない生徒が多いが,生徒達の意見に耳を傾け「聴く」ことはできた。 しか

し,生徒 FE5の 意見のや り取 りや,考えの深まりにはなかなか至らなかった。

生徒達の振 り返 りの文章を見てみると,こ こでの情報が対象国や地域,あるいは日本の実

態についての認識がかわったと記述する生徒が見られた。

4。 実 践 にお け る今 後 の課 題

今回の実践は,試験的な試みといえる。「学び合い」の場を授業の中に創造 し,生徒集団が

お互いの考えを認め合いながら,お互いが高まっていくことをイメージしたが,一朝―夕に到

達できるものではないことがわかった。同時に,こ の試みが回を重ねるごとに,多 くの生徒が

経験を積み,少 しずつ私がイメージしていた「学び合い」の空間に近づいて行くと思われる。

この実践に至る以前の,授業改善の取 り組みの中で,授業中に「聴く」姿勢を大切にしてもヽ

<と いう授業改善にのぞんだ。約 1年間にわたるその蓄積の上に,「話す」ことや「学び合う」

ことが初めて成立する。ことまでの流れも,日 々の授業の中で,たびたび教師が国にし,生徒

に授業にのぞむ姿勢を振 り返らせる場面の積み重ねが存在 した。 日々の トレーニングの結果と

して,住徒は確実に「聴く」姿勢を身につ |す ,「話す」姿勢もみにつけつつあった。この次の

ステップともいえる「学び合い」の場は,繰 り返される実践の中で しか身につかず, しかも研

究のための実践の申でなく,普段の何気なもヽ授業の中で育まれ,のばされてもヽくものだと感 じ

た。

大上段に構えた研究でなく,明 日も当然のように続 |ナていける実践でありたい。そのために

は,あまりにも準備に時間がかかったり,教室では実現不可能なテーマであた りして iま いけな

もヽとしヽうこと。また,すべての情報を教師があたえて しまって |ま いけなもヽように思う。む しろ ,

教師自身も気づかなかったような情報を得た り,あるいは情報を入手する手だてを発見する生

徒を,学習の流れの中でつかみ,適切な時期と場で生徒達の中にそれ らを意図的に組み入れ ,

「学び合い」の場を活性化する必要がある。この点において |ま ,私 自身まだまだ経験不足で ,

すばらしもヽ輝きを見せていたいくつもの大切な生徒の情報やきっかけを,私 自身が気づかずに ,

有効にもヽかしていけなかったことが多々あった。

また,討論の場で教師対生徒といった形での情報のや りとりに終始 しして しまった。生徒対

生徒による,情報のや りとりや,疑問点の指摘,考えの発展,反論,等々の動きを今後の学習

の中で生み出せる状況を作 り出していきたしヽ。この点も,何度も繰 り返 し討論の場を設定する

ことで,教師ともども経験を重ねる必要がある。

5. こbオ⊃り :こ

授業を終え,次のテーマ |ま何がいいだろうと考えを巡らせる日々です。生徒 |よ よく授業の最

後に振 り返りの時間ということで,こ の授業で学んだことをまとめてノー トに記述 します。こ

の申で,「 自分の生き方がかわった !」 といった振 り返 りの言葉がでてくるような,そんな授

業実践を今後もめざしたいと考えています。
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鑢黎同鼈瘍貪蟄榜

1 菫もヽ鐘臨鍮あえ儀と考え,轟饂菫選を設定し譲した。

S意 にはべ瘍季鯰涎
゛          |

纂 1:こ授菫絶おも`電議をしてしヽる者 〔教師や生徒》

■る意見や難:騨 鐘対して,欝畿して鑢≪通な。.…黒,ど
,総機菫で毬饉無のよう:こ 51奪 てもヽ卜はずのことです

● ‐が,迅れが確実にできていない尋とが多い。そ通で,

教量の前面に『聰く』時瘍′か購え覆編示 し,こ とめゐごとに意識させ

T輻1瑕 漑晰晟珀讚

鑓 卜 勢 P∬
:マ

驚 灘 轟 鰤 競 響 胃 蹴 硯 爾 嘲 ∬ 警 」霰

教鰯白身も範づかなかつたよやな情報を得たけ,あるい:ま情報を入手する手だてを発見する生

機費2.学輩毅流れの中でつから,適切な時期な場で生徒達の申:こ それらを意図的 :こ 組黎入れ ,

F攀び舎鷲》驚瘍場喩澪性化する必要があ亀。通の点におもヽでは,私出身まだまだ経験不足て ,

す鏡らしごヽ飩攀覆見鸞てしヽたもヽくつもの大切な豊搬翁情報やきつかけ菱,私 出身が気づかず:こ ,

宥軸|こ もヽか :し てしヽけなかつたことが多々あった。

譲:た
:1議論の場等教師対生徒ともヽ警た形での情報のやりとづ筵終始ししてしまうた。生徒対

生徒!轟よ儀,情報のやりとりや,畿聞点の指摘,考えの発展,反諭,等々の動き菱今後の学習

瘍攀
:で
盤黎出せ蝙状溌を作り典してもヽきたも`。通の点ら,何度も繰り返し討論の場を設定する

最と奮|ま ,三数鹸ともご鶴経験を重ねる必要があ通。

、　
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鞣詢 F鶉琲軋綺と颯茫綽貪凩虜

颯蜀颯鉤塚勒蒻鰊飩鼈 魃躙 魏鬱餞蒻 鶉隧幌扮辣鰊隆軋輻鋏

稽/霜 鐵 《隋》鰊凩輻
1輻 螂 《鱚蒻 輸゙ 覺勒》 褥鶉蜀 :鰈鎮躊聰魏兆鐘
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鮨瞼%渕量は鉤量

よりこ骨晰…芍 卜鞣膨蟄へ慮

畿颯輻蠅鯰

もめの持ちi掟 にIつ いての応等 (杉原)現 整進行形の形・意味・用法の理解 (金尾 )

(〕 鑽蠍瘍ポイント

コミI二、江lケ ーション能力の育成と自己評価

○ 朧 響鱚響輻輻辟蠅鱚
0 継統的な暗唱練習働取り組みパ・ヽ麟1懸命できている。
。 が11二表現な重視 lノ ようと,グループ懸動を取 り入ました。
・ 21つ の数室の進度の制霰が大切。
。 暗唱繊習の方法に■1人が必要働
。 ジ測が言[:轟 総授業にな 1ヽ)て い儀が,それによって個人選が拡大することがない配慮ガ必蔓。
0暗 [鵜練習 (ベ ジベラ)は ドリル学習と lノ で役立 Iフ ガ,個人差ができてしまってい為脅クテス金

体でどう取 り縄在Pか ,意徴をどう持続き溝るか,できていない「チにどう働きかけでしヽくか,ど 総
irも でき描ための手立でを考え,為 必要があ4。 早くできた子と遅い子のかかわりが気 :こ な場。

O 杉激癸鮭よ膨
。 ドリル的学習や会議が多い磯で座席の工夫が少人数では重要になってく為。伸問て一緒に議す
ということを意識した1黎

j事 を il夫するべき。
。 今 !Jの 学習の日標を具体的に示すことが大切。
・ 指名σ)(11方 費:[夫 し,先墨iに [島]か I〕 て答λ́るのではなく伸間に向かって議すこ11で学び合い母

要素が生裁れノ4。 対話は移動 1/てやった方がよい。
・ 役害1措雄1会 はっきりさせる。役割分担のIIi夫

。 ペプとグループの使い分をず
｀

。 自11評価峨時間身できる限り確保する。

/霧 磐 《流)魃 鶴憮… 櫓Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
担

影鉤又旦又量 韓鐵覺笏鶉了鉤瞼

Ｏ

　

①

y巫輻儘爾

金属鋤醜化の様iチ を確認し,イヒ合す場物質の関係む導く。

薇詭瘍ポイ≫ 肝

1,グループ内 2実験を同時にrilう ことで実験へ釣積極的な参加1を れ もう。

辣 り炒り颯雖颯蠍躙
・ T電｀

でどこまでやれるのかさiい うことで授業な試みた。
。 実験に落ち着いて取 り組むことができ,ま とのまでいく通とができな成果があった。
・ 先菫:iも 生徒も忙 しい.TT命 有効な活用法勢 1つ であった。TTの 良さが生かされてい4。
0 触教利。にも少入数や TP「 が広がってはしい。他磯教科ヘノウハウが伝れることが理鸞。
。 li徒 自身が考えたりllitt 1/た りして実験ガできるようにしたい。実験のや り方や調べ方を工夫
させたい。

Φ



・ 学び方と基礎・基本のパランスを考え,た い。さらに基礎 。基本を寧確にして精選 t/た しヽ。
・ 教科によI♪ てはグル I‐

・プ学習や学び合いが形成しにくい場合があ鶴。        ‐

O 懸灘癸盤六饒
。 他の学校

午
ζFは見られない取り組みで,生徒が一生懸命参加してしヽた。10ジグゾーメソッドを取り入ぶtで役害J分担をして実験を進めていた。自分の資曇をしっかり果た

すこ1と が学級全体への貢献にlpながる鬱梃l合性の育成にもな機。ぐこに学び合いの責任があ益。
・ 仮説を立てたり,1予想を tノ たりする活動を取り入れて,学3の見通しを持って実験に取り組ま

tヽキ 発とよい。
・ 書くグループ傷報告登聴く姿勢がとでもよい。学び合いの文イヒが定着してきている。
。 今後も繁張感を持lpてま鋳準に当たっていきたい。          ′

○ 涸

ノ 播暉

2颯 靡

饉冬

《鰊》儡4輻
《櫻櫻》 颯誂謬 :又本 潮兒豊
F魃靱楊鼈炒瘍褥眩予ら

"ぺ
裏扮 懺勒鰊嘔 麟饒 t』

巫靱蘊渕

各自の調査内容をグループで発表し合ぃ,ョ ーロッパの地域綺特色を把握する。
○ 畿雛靱ポイント

lJよJ.ニ タヽ 一ション能力の基礎である聴く態度 。議
｀
ず
‐
態度を育てつつ,議 し合いの牛:で深懸追

究方法む検言ケケ4。

O 畿り屁り瘍翁饂紆緻               ,
。 バズ学習を少しIゞ つ取り入さして,普段から実践をしてしヽる.

0醐 i片 的貿]識ではなく,学び方を考えるのが社会幹傷基礎基本ことらえて実践している。
:

。 どうやってし情報お得そ́涛ゝ,どれだけ調べょぅという拠持ちにさ
′
せるかがわらい。

0 個人釣1青報がグループや学級の「::で どう墨1か されっ 違究の中で清用されてしく のかが不明鍮で
あった。

C -1鍾的な内容を■増tイ ントギ置かれ,多轟i釣 。多角的な思考ができなかった。
O課 噸¢与え,方 ,課量の内容や選参くが重要であるが,その点がどれだけ考慮されていたか。

○ 援涎軋鐙よ賊
。 学習する雰鋳ittt費 つくること,三1徒 の参加意欲が高まることが学び合いである。議 ly合 しヽだけ
が学び合いではない。みんなで 1つ のことをやろうという負持ちになつていることが学び合いで
あ4。 分か らない :壬 も 一生懸命鑢ご,う と lノ てその場面を座 り 羹́ダるの最)学 び合いと言え為。みスJ

なが高まり合い,協問しているごlと がベースである。
。 教え.込 み織授業ではないので,教鞍iがたくまんじゃべ IDて も構わない。
。 授業のポイント銭話 ty合 いがうまくいてDて もゝるかという縦とにおくべき。グループ内で備謡 lノ

合いが全体にfれ かされる准とをきちんとま旨導もノていくことがあ甕。

(≫ 毅幾蛉豊より
。 窪席のili夫 なもっとすべまである。
。 学級つくり,学級経営鋤中で協同学習が生かされる。
。1 教削i¢ 個性が授業で主かされる。自らを振 り返為教鰤でありたい。
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1鸞 鸞

蝠詢

一̈
　

　

　

一

鰤

１

脅

書

＝

ｌ

ｌ

ｈ

雉鯰鶉 ]蛛 鼈鱚晰饂心 0頸本几陵雉量

機鑢輻餘颯

li平 方の定理についての確認学習プリント

畿又瘍ポイレト

数ヽ室内まこ習孵t度刷を設定 lノ たT鶴1

俯饒冬鐵蜀藉瘍鉤猾                     ′
。 生後a)状浄こに応 l,多 て働きかを`す方をさらに二l夫 したしヽ9

。 学び合い,謡 し合いが tノ つかりできてしヽる。これまで勢積み 11げの成果である。

・ 色別プリントの功罪があるのではな 1/bか。膏熟度のあり方 |こ ついて検討 lノ たい。

。 抵抗感は数師も生徒もあまり懸じ
‐
ξ
・
いない。やはりこれ′までの成果だと思う。

。 ■1-ス による内容の区切り方が教師が考え為響ξ達目瞭と 一致 lノ ているか疑聞。

・ 授業時間以タトでも数学の準習に取 り組竜]生徒の姿を見る。

《鋏虫ルーh》

《鰊》儡 2輻

《瞼晰 Q笏覺靱》
『l鳳

馨鍮瘍鯰隕聾

《晰》鋏 3輻  し

く踪鵞》 漑颯錮
群吼嗜⑫鵞颯⑮彦

:窯 W鶉晰鑽鑑

。「l凩  :s tty傘 渉場 ‡

《靱》鰊輪諫

《凸躙》 魏誂● :謳径羹霙贔菫

『塀曲 薔t磐  2参 t鑽 ∞ 0露 ξ tt F y蜻『 鸞at撃 濃

(D

ヽ
プ

′
ヽ

〔:≫

O

○

O

鰺鼈饂輔饉

バー ト練習によるlt議∫合唱

鰺蠍綽ポイレト _
各パー トの減動量欲

擬 鯵朧 り瘍蝙鸞硫欝
0単 純11バ ー lヽ 練習脅到達雷標脅持つ

し
てl舞 力していくようにしている。

。 lil分 たちの減動や取 り組みをふり返 り,見直す活動を重視 lノ

Vご
し`そ移

・  1、 年 lliと lⅢノで良く育つている。さらに,]を 開をう
｀
ることに重点を lリ ーダーが育導でい4し ,

を聞きI斑 為:覇:も 育っている。
。 南な1颯 t晋 な取り組みで頑彊る姿が振̀ら

れた。

。 リジックスヒノ
tfい

てよく声が註:て しヽ4。

。 先生の表1育がよい。だから歌おうという雰囲気がつくられ′る。

CD

:○

O

畿礼瘍蠅漑

教科 :書 の情報をもとにカーソンにIpぃ て磯ンポー トをまとめる

機颯瘍ポイ骰 ト

内容なIE Lノ く理解 lノ ,レポ~卜 に再構成する力を伸ぱすI夫

祠 幌伝 饒颯輻瘍儘屁

・ 文法について理解させるための説明が教師の一二方的な形になる。文迭事項の指導法のi[夫 が必

要である。
eリ ータシー トギあまりにも助けになりすぎていた憾生徒の実状にあつた内容働検討が必要。

0緩 灘の中でもっと英語で会議したしヽ

。 ｀
ド位生徒への配慮がなされていた。上位な伸ばしていく方法の工夫をしたい。
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M雖

《鰊》鰊4躙
《咆檄 0中Å魏》

「鷺鱚亦瘍MM』
魏靱鰈 ]媚 ∫ヽ|1鉤鰺鉤鐘 扁本魏餃饂量

○ 機勲鸞硫麒

平画図形勢躍髯方 (小川) 折 り紙を利用 t/で の直線の難直と並行
① 徳難瘍ポイン鰊                    ・

1学級全体での「学び」の機
「
テ (小メ11)  グループでの「学び合いJI・教え゙合しヽJ活動 (高本)

C)擬 リドリや劣辟骰慇
・ 督i徒総反力iゞが :p態

じ切れメていないため !■ 9対ルぶできなしヽ端画があった。
。 生徒の細かい反応 。発緩れ つぶやきが飛び交ってい為授業では, 1つ 1ノっ受け答ぇてしく こと
は難 tノ い。

・ 廼i徒 同111に 彗せればよい。・そヽこに学ぴ合しヽガ生まれる。先生ガ等えそのではなく,生徒ギー‐入
人ヽの考え,や疑闘 。資間に反応できる授業を目指 lプ たい。

¶/録 卜 《劣》輻懺黎
3時 艤 《鱚躙》 艤礫膨
饉癸「鰊鶉難徹きは

:勒薬 雉凩窒
又鞣骰ず①琲虔』

Ｏ

　

Ｏ

O

畿鰊瘍畿翻

髯:絲 を読スノ
｀
て,自 う)の t)の の質メ方や考え方を深める。また,自 分の意見を持つ。

機詭蜀翠イ骰 卜                 ″

詩のイメージを膨 らませ9作者の心情に追る。発表し合うことでコニュニケーション能力を
高める。

な場麒り瘍翁綽蜆鰺  ～

。 「詩、|の もI参 背景に逮ること鋤大切さを感じた。切実な心情をくみ取ることは難 tノ しゝ。
9 1伝え合う|ご111が ,匡:語 におけるコミ、コ,ニ ケーションであると考える。
・ fit徒 の 「悪しれを波み取る力Jが育てられていく。
。 理解 (醸 )よl JЁ♪1育 (心)が ,体 となって把握することが大切だとl感 じた。

繹蝙骰財厖楊吻鉤 不"

杉『li先 月iを お迎えしての授業の |・ ふ り返 りの会」では,「学び合い」が着実に根付いてきているこ
とが機認されました1。 私た

｀
ちが常に 1学び合ぃJを授業の l14に取り入れることを意識して実践を積み

重れょてきた成果が表れ
｀
て
'い

ることは嬢 しいことです。しかしながら,現実の「生徒の姿Jを 考えた場
合に,話す能ノ∫や入とかかわ碁能ヵはまだまだ十分であるとは言武,な いようです。今後は,ユれまで
の術教ぶ卜の1爽 り組みやノ・クハウを飽教科でも活用 したり応用 tノ たりすること,すべし

て
｀
働教澪導・ぶ・・A定 総

共通したスタンスを持っ
い
てf学ぶ方の学習や 「学び合い」参学習奎進めていく必要があ為と思いま

し
ず
い
。

|ど の教科におしゝてもま狩導できることJがあるはずです。それを明確にして実践することで,聞 婚す
イli徒 像により通14[1と ずでき機のではないかと考えます。また,「各教ぶ卜翁特性を菫1か して数に付け
るこ、とJがありますごそれを得教科、のテーマとして設定してしヽお,その育成のた路にこれまでのよう
に授業改善を積み囃ねてしヽくと1/1う 方陣]性 を持てたらよいと思いま

｀
ず
う
。

8学期は年度の集入成です。盤1徒がどこまで育っているかが我々の

実践の成果だど1考ス。ます。今 品度,観 指す生徒像を確認 lノ

‐
て
',ぐ

の実
現に1島∫けて精進 t/｀ て

｀
いけたらと思います。



謳靱魏魏愧蠅黎蟄絨眈裔

※クtシ ス 。は母・亀前を忘れず|こ蘊入し,11/101月 )の動,教科晏釉:こ提感じなさもヽ。



謳鱚颯勒蘊蠅儡《財ノ|や褥鶉》 }薇 ( 》褥 (

○ もヽAも 工ヽ鸞弊鍮Mで「中陶聾鐘砂酷ヽマ学響移議す。峙進丁今国の体権で1ま,前圃瘍文移鐘,Lだ中鱚織
`》 もヽで麒べ褥時ではMく ,雉蛛翁辟テーマ鍾はって,さ ら鐘鰈べ学嘲覆鷺晰えもヽとはいなす。

ないい )や炉顆不鼈保 [扮灯烈檄雹勒闊鐘躙彦ポ滲』
籍鰍,翻車のひイズんとして黎%を ならえ釉端合,国本鐘攀鉤鐘求さってもゝ薇点ξ機ど極か,Tttι はヽ将窯
爾本時懺蒻難朧昴と【りうな量眈,m恰 もヽな霧蕪鶉卜鷺口,ぼジ鸞ンは何切つ

我々瘍鑑輪爾掌辟縛素な見艤え蹴がら,今蜃鐘蜃本鐘つ藝て,眩颯てよりかえてみ意しまな。

爾窯文化 9輻増ヽ匁鍵辟技術尤 総斃濾難 會鰺晰づくり繕文化 0"ァ ッ≫轟ン 。学力・集費。

昴儡9餘靱臨鑢警薇瞳申蜀彪文顆ξ軋椰渕ず塀 ?

巫眩嘔顆笏暉鰺辟鞭凩 量

攣新的なスタイルと先進ラクノ翻ジーを併せ持

ち、二輸の新 ヒノじヽ儡代覆創轟逼とな爾指 lノ た新鸞

千
・
竜1僣 …ター・「tl・ サイクルの磯ン鼈プ ト鼈デルです。億
…夕…サ=イ クル鸞叉ボ…ツEltと 、スク…夕・X-3の 利

慢性や快適性な嵩次地で巫合。さら饉排饉ガス瘍

クリ…ン化はま鶴陪境保全へ瘍取織りや安全・快

適装備場ふ為だんに感 り込鵡でもヽます。

感鑢 :闘 本の技術力は捨てたち場ではなもヽ。

靱瑯巫讀可卜乖鶯腋罪憑贔 §

○多くの作品が,海外で翻訳され,上映されてしヽ

議ず。

O感懇 i爾 本の文化で再価されてもヽ斃ものもあ6
品とがおかった し,通 れが生き残る一つ

の平職だと感ξ}た。

海理甘酢漬け 口鰻鷲焼き Q権奪言露量など、色

々な味を集め色とけどりで艶やかかなもらし寿爾

∫こもヽたしました。また、量物や饒物なども鍵味で

す。

春凩
′
歌等、国撃 :こ より内容をN難 して灘りまず。

囲攀新力の味をお楽しみくださもヽ。

感態 :圃 本量は欧米電ブ…ム. 世界を鷹巻。

こんな感 じで,自 由な発想て,あなた :こ とって
V

の轟本を表現 してみてください。写真の切り張り,

資料・イラス ト等の掲載, 4コ マ量画,等々各自

で二人を凝うして,これが僕にと争での秋にとっ

ての中国だともヽう内容にしてもうえれば最高です。

週末の短もヽ時間を使っての調べ学膏とまと蛉に

なりますが,がんばってくださもヽ。

○      ´

覇学前に,社会幹の数料鰊量 |こ 撮轟してくださ

ζヽ。

○教科膊量は,社会科ファイル に綴 して,名簿 に

提轟者のテ ェック鍮 して,帰 りまで 1進 学年のプ

リン ト提饉機 :こ撮轟ちでくださしヽ。

鱚睫餃饂冬埒颯ン



轟じ含い進行マ轟轟アル

○各班ごとに机をかためてならべる。

「評価カード」「くじJ「記録用紙J

各班に「ポードJ「マジック」戦 会科学習ノート感

を準備。

○班ごとの話し合もヽの流れ (ア レンジOK l)

○班長 :まずは「くじJを弓|いて,誰が「司会者』「記録者」F発表者Jかを決ぬる。

4人峨班は,『スカ」を 1本抜<。

司会者 それでは,これから「現在の○○○をXXXすべきか?Jと いうテーマで,

みなさんが調べてきた結果と内容を話し合ってもヽきたいと思毎ヽます。

私から,時計回りにllE番 に発表してもらいますのでお願 tヽ します。

なお,記録者の人は用紙とマジックが用意してありますので,これから行わ

れる話し合もヽの内容を,簡潔明快にまとめて,しかも大きな字で記録してく

ださい。

発表者の人|ま班ごとの話し合いが終わった後で,全体発表があります。記録

者がまとめた用紙をクラス全体に見せながら,この班としてはこんな内容仰

話し合いが行われ,結論としてはこうなった,といった具合に発表をして毎ヽ

ただきます。よろしくお願いします。

今日はくじ運が悪く,なにも役がない人も,

くださしヽ。

それでは,司会の私から発表をします。

話し合いには積極的に参婉して

司会者以外もこのパター〕

↓

全員 私は中国を△△△ととらえました。これが調べた結果です。

ここで,畿分のプリントをポートにはさんで,班のみんなに自分鋤識ベ

てきた情報を示しながら理由を説明し,みんなを説得する。

ここが中国鑢すごLヽ ところです。 (これが日本が弱いところです。)

なぜならば 。・・・ ・だからです。

司会者 (抽手 )

何か質問 :まありますか。 (何かあれば,内容を聞き,発言者に問鶴ヽ直す。)

今回はここがポイントです。せ静て, 電人1回は質問しましょう。

なければ次に○○○さん,発表をお願もヽします。

(このようにして,記録者も発表者も含めて班員全員仰発表を聞き,質問や

意見交換を進める。)

司会者 これで全員の発表が終わりました。次に私たちの班として,中国をどう考え



記録者

発表者

司会者

クラス全体に発表するかまとめます。
・まず,簡単な言葉にしましょう。今後の日本にとってに,驚異はどこに得で

しょうか,損でしょうか?

・どの情報を重視するか?(班としての主張を明確にする。)
0話 し合いの内容を用紙にわかりやすくまとめ (大きな字で !),さ らに話し

合いの結果を,ア ンダーラインやマーキングで強調する。

○○○班

回 園回国回 囲 :

・軍事力で問題解決を図ろうとし

てれヽる。

・原爆の恨みを忘れないぞ.

0班の話 し合いを聞きつつ,さ らに記録者の書いている記録用紙を活用 して ,

クラス全体への発表の準備をする。

・要するに,班としての結論と理由が主張できればいい。

・それで |ま ,私たちの統では,00000と いつことで発表したしヽと思います。
・記録者,発表者の人は準備いなゝですか。

・これで,pJIの話 し合 もヽを終わ ります。

○OOpJI

△△ △ !

・○○○○に日本製品を買っても

らえるから,対米貿易黒字は○

○○兆円なんだ。



2年 械畿科プリント《世界地理 :中園)

( )組 ( )番 (

課題 Fゃばtゝぞ日本 !Lゝかにして中国に勝つか?J
(要するに,中国はどのような国なのか?)
F敵を知り,己を知りて戦えば,百戦危うからず。」

申国の強さの秘密と弱点を知れば,日本の勝利への道がみえてくるはず。

○あなたは今,上記課題につもヽでどのように考えてしヽますか。

○この課題で,調べ学習を進めるためにはどのような情報が必要ですか。自分の考えを明

確にして,わかりやすく他の人に説明して,賛同を得るためにはどのような情報をリス

トアップしなさもヽ。

○あなたはどの情報を調べますか?

○上記の情報を得るためには,ど うすればいいですか。



理

‘拙
略

世
′
日
、掛

瑚
リプ

ぐ

科薔^社年２ 中国)

課題「やばtゝぞ爾本 !いかにして中国‐|こ勝つか?J
(要すに,中国とはこんな国なんだ ! ここに中国のすごさがある)

私は中国はこんな国だと思います。

なぜならば,

●3● ●●だからです。みなさんもそう思うでしょう。



〈大会のまとめ〉

中京大学教授  杉 江 修 治

ぜ

一- 44 -一



協同学習参考書一覧

① 有元佐興・加藤孝史・望月和三郎・杉江修治編  1997
『学校は変われるか』 日本教育綜合研究所

授業改善を中心とした協同学習の実践集です。バズ学習の関心の広がりと技法の開発
の様子を見ることができます。

② 市川千秋 1987 『自由バズを取り入れた授業の進め方』 明治図書
バズ学習の新しいバリエーション、自由バズの進め方を理論的根拠を示しながら紹介

したものです。

② ジョンソン・ホルベック (杉江修治・石田裕久・伊藤康児 0伊藤篤訳)1998
『学習の輪 一アメリカの協同学習入門―』 二瓶社

アメリカの代表的な協同学習入門書です。日本の学校場面でも違和感なく使える事例
に満ちています。

④ 丸山正克 1996 『仲間との絆を育てるバズ学習のすすめ』 (株)み らい

小学校教師として長年バズ学習を実践してきた優れた実践者の研究的実践の成果で

す。具体的でそのまま実践可能な内容に満ちています。

⑤ 望月和三郎 2002 『′いとこころの格闘技 ―授業の人間関係一』 一粒社
中学校、高校での数学のバズ学習の紹介と、著者のバズ学習論が内容となります。単

元見通しを軸とした精力的な試みに応える生徒の姿が生き生きと描かれています。

⑥ 越智昭孝 2001 『バズ学習と同和教育』 揺藍社
同和教育の基本とバズ学習の原理との整合性の発見を通して、学校と地域を結ぶ教育

態勢づくりを行政も巻き込んで進めていった大規模な実践報告です。

⑦ 竹下英二 1990 『優しさと思いやりの育つ音楽科グループ学習』明治図書

音楽という教科でグループを活用した教育の実践と理論が示されています。子どもの

相互信頼を育てると同時に音楽的情操を育てていく教師の役割がはっきりと示されてい

ます。

③ 杉江修治 1999 『バズ学習の研究』 風間書房
バズ学習の実践的・理論的研究の集大成です。バズ学習を代表的な日本の協同学習の

理論と位置づけ、協同に関する理論的研究についても詳しく述べられています。

⑨ 塩田芳久 2000 『バズ学習のめざす教育』 揺藍社
塩田教授の残した講演の記録を起こしたものです。以前の内容も、今にそのまま生き

る先見性がはっきりとわかる内容になっています。

⑩ 小島幸彦 2002 『校長のリーダーシップ』 一粒社
バズ学習、協同学習を一貫して実践する中で培ってきた研究と経験の成果に基づき、

教師集団づくり、よく分かる授業の実践、地域と結ぶ学校運営によって、荒れた中学校
を 1年で立て直した校長のリーダーシップが明らかにされるものです。

⑪ シャラン・シャラン (石 田裕久 0杉江修治 0伊藤康児・伊藤篤 訳)2001 『協同に

よる総合的学習』 北大路書房
イスラエルの協同学習の実践です。ここではデューイの開発した指導法であるプロジ

ェクトを協同学習の理論を背景に進めていく方法が具体的に描かれています。

⑫ 杉江修治 2003 『学び合い、高め合う授業の創造』 一粒社
バズ学習、協同学習の理論を基に、よりよい授業の創造に向けての筋道が具体的に分

かりやすく述べられています。

―- 45 -一



第35回全国協同 (バズ)学習研究大会役員一覧

○第 35回全 国協 同 (バ ズ )学習研 究大会

会   長   有 本 高 尉   (愛 知県大山市立楽田小学校長 )

運 営 委 員   杉 江 修 治   (中 京大学教授・全国協同学習研究会常任委員 )

石 田 裕 久   (南 山大学教授 0全国協同学習研究会常任委員 )

望 月 和三郎   (東 京都バズ学習研究会事務局長 )

大会事務局   澤 木 哲 夫   (愛 知県大山市立楽田小学校教頭 )

○全 国協 同 (バ ズ )学習研 究会

会   長   長 縄 秀 孝   (愛 知県春 日井市立南城中学校長 )

研究者代表   梶 田 正 巳  (名 古屋大学大学院発達科学研究科教授)

事 務 局   田 川 正 樹   (愛 知県春 日井市立西尾小学校長 )

霜   和 実   (愛 知県春 日井市立東高森台小学校教頭)

○研究協議会の助言者、司会者、記録者は、各レポートの扉に記載
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